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今月のもくじ

射水市食育推進計画
部長の政策宣言
市の財政状況
まちかどフォトグラフ
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保健だより
募集・案内・イベント
市民病院
射水お出かけガイド
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心は一つ 届け東北へ

－第33回越中だいもん凧まつり－

　越中だいもん凧まつりが5月14日、15日に大門カイ
トパークで開催され、たくさんの来場者で賑わいました。
東日本大震災の復興を願った寄せ書きを載せた大凧が大
空高く舞い上がりました。

今月の表紙



22011.63 2011.6

6月は食育月間

間
6 月 は

食 育
月

い 

っ
し
ょ
に
食
べ
よ
う
、
育
も
う
　
子
ど
も
の
食
習
慣 

‥
‥ 

子
ど
も
の
健
全
育
成

【
取
り
組
む
べ
き
施
策
】

【
取
り
組
む
べ
き
施
策
】

毎月19日は

食育の日

家
族
で
学
ぼ
う

「
食
」
の
恵
み

射
水
市
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
「
食
」
は
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
命
の
源
で
す
。
そ

の
「
食
」
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
人
間
性
を
育
み
、
健

康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
、
職
場
、

さ
ら
に
は
、
食
に
携
わ
る
様
々
な
関
係
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
「
食

育
」
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
射

水
市
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

今
後
５
年
間
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

食
育
に
関
す
る
各
種
の
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

そ
も
そ
も

食
育
と
は
？

　

食
育
と
は
、
様
々
な
経
験
を
通
じ

「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
「
食
」
を

選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食

生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

間
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

　

医
食
同
源
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
食
は

健
康
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
人
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
っ
て

食
の
多
様
化
が
広
が
り
、
不
規
則
な
生
活

は
、
食
習
慣
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
も
例
外
で
は
な
く
、
最
近
は

大
人
の
病
気
で
あ
っ
た
成
人
病
が
子
ど

も
に
も
出
現
し
、
小
児
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
し
て
問
題
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
食
育
は
次
世
代
に
大
き
く
関
わ

る
課
題
で
あ
り
、
子
ど
も
の
食
育
は
特
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

射
水
市
食
育
推
進
計
画
で
は
、
朝
食
を

し
っ
か
り
と
る
こ
と
や
家
族
と
の
だ
ん

ら
ん
の
大
切
さ
を
計
画
全
般
に
盛
り
込

み
、
そ
の
様
な
家
庭
に
お
け
る
食
育
の
他

に
も
、
地
産
地
消
、
食
文
化
の
伝
承
及
び

環
境
保
全
な
ど
、
様
々
な
領
域
か
ら
食
育

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
「
食
」
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
見
つ
め
直
さ
れ
、
よ
り
良

い
食
習
慣
の
定
着
が
健
康
的
で
豊
か
な

暮
ら
し
へ
と
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
食
育

を
通
じ
、

元
気
・
活

力
に
満
ち

た
ま
ち
づ

く
り
が
で

き
る
よ
う

願
っ
て
お

り
ま
す
。

射
水
市
食
育
推
進
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て

射
水
市
食
育
推
進
会
議 

会
長

（
射
水
市
医
師
会 

副
会
長
）

木
田
　
和
典 

氏市長への計画策定報告の様子
射水市産食材を使用した
学校給食の風景（たけのこ給食）

射
水
の
恵
み
を
育
み

　
射
水
の
恵
み
に
育
ま
れ

　
　
健
康
で
心
豊
か
な
人
が
育
つ
ま
ち

　

射
水
市
は
、
海
、
川
、
野
、
そ
し
て
里
山
と
い

う
豊
か
な
自
然
が
背
景
と
な
り
、
様
々
な
農
林
水

産
物
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
自
然
の
恩
恵
に

感
謝
し
な
が
ら
自
然
を
守
り
育
て
、「
地
産
地
消
」

を
推
進
す
る
こ
と
で
食
に
関
わ
る
産
業
や
地
域
の

活
性
化
を
促
し
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
「
食
」
に
よ
り
健
康
な
生
活
を
送
る
と
と

も
に
、「
食
」
を
通
じ
て
、
楽
し
さ
、
喜
び
、
感

謝
の
心
、
文
化
と
の
触
れ
合
い
な
ど
、
精
神
的
な

豊
か
さ
を
実
感
し
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
理
想
と

し
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
は
、
健
康
で
豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い

く
た
め
の
基
礎
と
な
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
時
期
の
食
育
は
特
に
重
要
で
す
。
家
庭
や
学
校
等
に
お
け
る

食
育
を
推
進
し
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
学
校
や
保
育
園
等
は
家
庭
と
並
ん

で
食
育
の
中
心
の
場
で
す
。
生
き
た
教
材
と
し
て
の
給
食
を
通

じ
て
食
事
と
健
康
と
の
関
わ
り
を
理
解
し
、
ま
た
、
環
境
や
農

林
水
産
業
な
ど
の
体
験
活
動
を
通
じ
て
地
場
産
食
材
へ
の
理

解
が
深
ま
る
よ
う
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
は
食
育
の
基
本
の
場
で
す
。
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食

べ
る
こ
と
を
含
め
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着
や
、「
食
」
を

通
じ
た
家
族
だ
ん
ら
ん
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
な
ど
で
「
食
」

の
楽
し
さ
を
実
感
し
、「
食
」
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

家
庭
に
お
け
る
食
育
の
推
進

学
校
・
保
育
園
等
に
お
け
る
食
育
の
推
進

◇
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
の
向
上

◇
肥
満
予
防
の
推
進

◇
家
族
だ
ん
ら
ん
の
推
進

◇
家
庭
に
お
け
る
手
作
り
料
理
の
推
進

◇
食
べ
物
に
対
す
る
感
謝
の
念
の
醸
成　
　

な
ど

◇
教
育
活
動
に
お
け
る
食
育
の
推
進

◇
食
に
関
す
る
体
験
活
動
の
推
進

◇
学
校
給
食
に
お
け
る
食
育
の
推
進

◇
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
食
材
の
活
用　
　

な
ど

【
数
値
目
標
（
平
成
27
年
度
）】

○
朝
食
を
欠
食
す
る
児
童
及
び
生
徒
の

割
合

　
　

現
状
１
・
７
％　

⇒

　

0
％

○
農
林
水
産
業
の
体
験
学
習
を
行
っ
て

い
る
小
学
校
の
割
合

　
　

現
状
１
０
０
％　

⇒

　

現
状
維
持

○
給
食
残
渣
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し

て
い
る
小
・
中
学
校
の
割
合

　
　

現
状
81
・
８
％　

⇒

　

90
％
以
上

射
水
市
食
育
推
進
計
画
の
基
本
理
念

3
つ
の
基
本
目
標
（
い
み
ず
の
推
進
目
標
）
と
各
種
施
策
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年
齢
層
に
限
ら
ず
、

規
則
正
し
い
食
事
、
特

に
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る

こ
と
は
大
切
だ
よ
。

　

毎
日
の
笑
顔
は

　
　
　
　

朝
食
か
ら
！

〔食育推進のネットワーク〕
農林水産業者

学校・保育園等

医療機関等食品関連事業者

市

県国

大学等研究機関農林水産業関係団体

職場地域

家庭

間
6 月 は

食 育
月 間

6 月 は
食 育

月

み 

ず
か
ら
知
ろ
う
、
実
践
し
よ
う
　
食
で
健
康
生
活 

‥
‥ 

健
康
に
過
ご
す
人
生

【
取
り
組
む
べ
き
施
策
】

【
取
り
組
む
べ
き
施
策
】

【
取
り
組
む
べ
き
施
策
】

射水市食生活改善推進員
の活動の様子

　

地
域
や
食
に
関
わ
る
団
体
・
機
関
が
連
携
し

食
育
が
市
民
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
食
育
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ

と
で
、
健
康
に
過
ご
す
人
生
を
目
指
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
や
地
域
の
行
事

な
ど
で
、
多
世
代
で
の
交
流
や
情
報
交
換
を
行

う
と
と
も
に
、
事
業
所
や
外
食
店
等
で
も
幅
広

く
食
育
を
推
進
し
、
よ
り
良
い
食
生
活
へ
の
改

善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

食
生
活
や
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
自
ら
の
判
断

で
食
を
選
択
す
る
た
め
の
知
識
の
普
及
・
啓
発
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
食
中
毒
等
の
危
害
要
因
が
判
明
し
た
場
合
の
情

報
提
供
や
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
各
段
階
に
お
け
る
安
全
性
の

確
保
に
も
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

食
育
に
関
心
を
持
つ
こ
と
や
そ
の
重
要
性
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
食
に
関
わ
る
人
々
や

団
体
な
ど
が
共
通
認
識
を
持
ち
、
射
水
市
全
体

で
食
育
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
食
育
運
動
の
展
開

地
域
に
お
け
る
食
育
の
推
進

食
の
選
択
力
の
向
上
及
び
安
全
性
の
確
保

◇
「
食
育
月
間
」、「
食
育
の
日
」
に
お
け

る
食
育
の
推
進

◇
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
な
食

生
活
を
学
ぶ
機
会
の
提
供

◇
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
食
育
の
普

及
・
啓
発
運
動
の
推
進�

な
ど

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
食
育
の
推
進

◇
食
に
関
す
る
専
門
的
な
支
援

◇
地
域
振
興
会
等
に
お
け
る
食
育
の
推
進

◇
職
場
に
お
け
る
食
育
の
推
進　
　

な
ど

◇
食
品
に
関
す
る
情
報
の
発
信

◇
生
産
・
流
通
管
理
の
徹
底

◇
食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
相

談
体
制
の
確
立

◇
食
に
関
す
る
危
機
事
案
発
生

時
の
安
全
性
の
確
保　

な
ど

【
数
値
目
標
（
平
成
27
年
度
）】

○
食
育
に
関
心
が
あ
る
市
民
の
割
合
（
18
歳
以
上
）

　
　

現
状
84
・
3
％　

⇒

　

90
％
以
上

○
朝
食
を
欠
食
す
る
市
民
の
割
合

　
　

20
歳
代
男
性�

現
状
26
・
3
％

　
　

30
歳
代
男
性�

現
状
26
・
4
％　

⇒

　

15
％
以
下

　
　

20
歳
代
女
性�
現
状
35
・
9
％�

○
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
市
民
の
割
合

（
20
歳
以
上
）

　
　

現
状
36
・
2
％　

⇒
　

60
％
以
上

○
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
認
知
し
て
い
る
市
民
の
割

合
（
20
歳
以
上
）

　
　

現
状
70
・
9
％　

⇒

　

80
％
以
上

○
食
品
の
安
全
性
に
関
し
知
識
を
持
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
市
民
の
割
合
（
18
～
29
歳
）

　
　

現
状
48
・
3
％　

⇒

　

60
％
以
上

ず 

っ
と
伝
え
よ
う
、
育
て
て
い
こ
う
　
射
水
の
恵
み 

‥
‥ 

地
産
地
消
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化

【
取
り
組
む
べ
き
施
策
】

【
取
り
組
む
べ
き
施
策
】

地場産食材（コマツナ）の生産風景

　
「
地
産
地
消
」
を
推
進
す
る
こ
と
で
食
に
直
接
関
係
す
る
農
林
水
産
業
を
育
成
し
、
併
せ
て
生
産
現
場
で
あ
る
自
然

環
境
に
も
配
慮
し
ま
す
。
ま
た
、
長
い
年
月
を
か
け
て
形
成
さ
れ
て
き
た
貴
重
な
食
文
化
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
地

場
産
食
材
を
生
か
し
た
新
た
な
食
文
化
の
創
造
を
図
り
、
地
産
地
消
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
の
風
土
に
根
ざ
し
、
先
人
の
知
恵
が
詰
ま
っ
た
昔
な

が
ら
の
伝
統
料
理
の
伝
承
や
地
場
産
食
材
を
使
用
し
た
射
水

な
ら
で
は
の
新
た
な
郷
土
料
理
の
開
発
を
支
援
す
る
な
ど
、

各
家
庭
や
地
域
で
食
文
化
に
親
し
め
る
取
り
組
み
を
推
進
し
、

食
文
化
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

食
料
生
産
の
拡
大
と
流
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
地
場
産

食
材
の
消
費
を
進
め
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
生
産
者
と
消
費
者
と
が
交
流
し
「
顔
が
見

え
る
」
関
係
を
つ
く
り
、
食
べ
物
に
対
す
る
感
謝
の
念
や
地

場
産
食
材
へ
の
愛
着
を
醸
成
し
ま
し
ょ
う
。

地
産
地
消
の
推
進

食
文
化
の
伝
承
・
創
造

◇
地
場
産
食
材
の
消
費
拡
大

◇
農
林
水
産
業
者
と
の
交
流
の
推
進

◇
射
水
の
旬
の
食
材
の
情
報
発
信

◇
直
売
所
及
び
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置

◇
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進　
　

な
ど

◇
郷
土
料
理
や
伝
統
料
理
の
情
報
発
信

◇
郷
土
料
理
や
伝
統
料
理
の
伝
承

◇
射
水
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
新
た
な
食
文
化
の
創
造

�

な
ど

【
数
値
目
標
（
平
成
27
年
度
）】

○
学
校
給
食
に
お
け
る
射
水
市
産
食
材
を
使
用
す

る
割
合
（
金
額
ベ
ー
ス
）

　
　

現
状
15
・
6
％　

⇒

　

30
％
以
上

○
学
校
給
食
に
お
け
る
射
水
米
を
使
用
す
る
割
合

　
　

現
状
１
０
０
％　

⇒

　

現
状
維
持

○
地
場
産
食
材
の
生
産
目
標
（
園
芸
作
物
5
品
目
）

　
　

白
ね
ぎ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
コ
マ
ツ
ナ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
え
だ
ま
め

　
　

現
状
６
４
１
・
8
ｔ　

⇒

　

８
２
１
・
5
ｔ

○
と
や
ま
食
の
匠
認
定
者
数

　
　

現
状
18
人　

⇒

　

23
人
以
上

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

食
育
の
推
進

食
育
を
効
果
的
に

進
め
て
い
く
た
め
に

　

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
層
に
お
い
て
、
食
育

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
内
容
も
変
化
し

ま
す
。
活
動
の
中
心
と
な
る
場
も
、
家
庭
、

学
校
、
職
場
、
地
域
等
へ
と
変
化
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
に
応
じ
、
間

断
の
な
い
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
「
家
庭
」
を
中
心
に
食
育
を

進
め
る
こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
毎
日
の
生
活
の
各
場
面
で
も
食
育
を

推
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
わ
る
人
々
や
関

係
団
体
、
機
関
が
連
携
を
強
め
、
社
会
一

体
と
な
っ
て
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

◇
計
画
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

政
策
推
進
課
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

政
策
推
進
課
（
小
杉
庁
舎
）

　
　
　
　
　

☎�

57
―
１
６
２
３

【
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の

食
育
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
乳
幼
児
期
（
0
～
5
歳
）・
・
・

　
　

食
習
慣
の
基
礎
を
つ
く
る

○
学
童
期
（
6
～
12
歳
）・
・
・

　
　

食
の
大
切
さ
を
学
ぶ

○
思
春
期
（
13
～
18
歳
）・
・
・

　
　

正
し
い
食
習
慣
や
知
識
を
身
に

付
け
る

○
青
年
期
（
19
～
35
歳
）・
・
・

　
　

食
に
つ
い
て
自
己
管
理
で
き
る

よ
う
に
す
る

○
壮
年
期
（
36
～
64
歳
）・
・
・

　
　

食
を
楽
し
み
病
気
を
予
防
す
る

○
高
齢
期
（
65
歳
～
）・
・
・

　
　

健
康
へ
の
関
心
を
高
め
次
世
代

へ
食
を
伝
承
す
る
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○基本目標
　市民ニーズに即した地域公共交
通のあり方を検討します。
　将来の世代に美しく豊かな環境
を継承するため、環境保全活動や
自然保護活動に取り組みます。ま
た、地球温暖化防止対策や資源の
循環的利用を進めます。

○平成23年度重要事業
１デマンドタクシーの実証運行
　大門・大島地区内でコミュニ
ティバスに代わり、社会実験とし
てデマンドタクシーを導入します。
これは、運行エリア内で同じ便を
予約された方々の自宅や目的地を
乗合で回る交通形態です。

２新斎場施設の整備に向けた調査
　老朽化が著しい斎場の改築に向
け、総合的な見地から調査・検討
を行います。

３地球環境の保全と循環型社会の構築
　温室効果ガスの排出抑制や太陽
光発電等、再生可能な新エネル
ギーの導入を促進します。

　また、資源・エネルギーの効率
的な使用、廃棄物の発生抑制及び
再使用・資源化を促進し、環境へ
の負荷が少ない循環型社会への移
行を進めます。
　このため、先導的な取り組みと
して、環境にやさしい電気自動車
を導入します。

○行財政改革（経費節減）の具体
的な内容

　パソコンのシャットダウンや昼
間休憩時間中の消灯、グリーン
カーテンによる節電、電源プラグ
を抜くことによる待機消費電力の
削減を図ります。
　公用車や自家用車等のアイドリ
ングストップの徹底を図ります。

市民環境部長
山﨑　武司

　 課税課、納税課、市民・保険課、（ 生活安全課、環境課　　　　　  ）

○基本目標
　県下一の「子育てしやすいまち、子育て
するなら射水市」を目標に、子ども医療費
の中学３年生までの無料化を始めとする子
育て支援施策を一層充実させます。
　また、支援を必要とする高齢者、障害者、
子育て中の人などに必要な福祉サービスの
提供と地域福祉の体制づくりを進めます。

○平成23年度重要事業
１市立保育園の民営化
　子育て家庭を支援するための多
様なサービスの充実とより質の高
い保育を提供できるよう、地域、
保護者の理解を得ながら、市立保
育園の民営化を推進します。

２高齢者・介護保険計画の策定
　高齢者が安心して住み慣れた地
域でいきいきと生活できるように
①介護②予防③生活支援④住まい
などのサービスを提供する高齢者
と保険の総合的な計画を策定しま
す。

３女性のためのがん対策の充実
　子宮頸がん検診、乳がん検診の
受診者数を増加し、早期発見に努
めます。また、子宮頸がん予防ワ
クチン接種を勧めます。

○行財政改革（経費節減）の具体
的な内容

　一定以上の時間、席を離れる時
は、窓口以外のパソコンの電源を
切り、土・日曜日は電源を抜く。
また、複写機に不用紙の利活用を
図ります。
　定時退庁時に一斉消灯を徹底す
る。なお、時間外勤務の場合は改
めて点灯します。

福祉保健部長
松岡　信昌

　 社会福祉課、長寿介護課、（ 子ども課、健康推進課　  ）

○基本目標
　東日本大震災の影響で、県内（市内）の景
気にも先行き不透明感が広がってきています。
　こうした中、企業への資金面での支援や雇
用対策をはじめ、観光振興、さらには、農商
工連携によるブランド商品の開発など、幅広
い分野を通して地域経済の活性化に努めてい
きます。

○平成23年度重要事業
１雇用対策
　国の予算を活用し、失業中の
方々が、企業等で研修を受けなが
ら雇用される事業を推進します。
また、能力再開発訓練や農林漁業
を始める方の研修にも支援します。

２射水ブランド（食）の推進
　農商工連携などによるブランド
商品の開発支援や特産品などの販
売促進にこれまで以上に取り組む
とともに、本市の魅力である多彩
な食材をＰＲし、「食」を中心に
した観光客の誘致を図ります。

３バイオマスの利活用
　廃食油をボイラー燃料として利
用するため、家庭からの廃食油を
回収するシステムをつくるための
実証実験を行います。
　また、産学官が連携して、もみ
殻の燃焼エネルギー利用とその灰
を肥料化するための調査・研究を
進めます。

○行財政改革（経費節減）の具体
的な内容

　イベント、祭りの、経費や内容
等の見直しを行います。

産業経済部長
竹内　直樹

　 港湾商工課、観光・ブランド課、（ 農林水産課　　　　　　　　　  ）

みえる・わかる・わかり合える行政を　進めます 部長の政策宣言
平成23年度

○基本目標
　多様化する市民ニーズに対応す
るよう、市の総合的な企画等の立
案及び組織間の調整を行います。
　また、市民の方々にまちづくり
に参画していただき、「市民と行
政の協働」、「市民が主役のまちづ
くり」の実施に向け取り組みます。

○平成23年度重要事業
１庁舎整備の検討
　庁舎の整備は、より効率的な庁
舎運営に改めるとともに、窓口
サービスの確保や利便性・行政効
率の向上、建設費など多方面にわ
たり検討します。

２協働のまちづくりの推進
　市民による自主的・主体的なま
ちづくりを促進するよう、（仮称）
市民協働のまちづくり推進条例を
策定し、市民と行政との力を結集
し、協働によるまちづくりを積極
的に推進します。

3行財政改革の推進
　第２次集中改革プランに基づき、
増大している事務事業に、外部評
価を含めた検証を行い、進捗状況
や成果を市のホームページや広報
を活用して公表します。

○行財政改革（経費節減）の具体
的な内容

　温暖化対策として、各分庁舎で、
昼間休憩時間中に必要な部署以外
の消灯による節電を図るとともに、
グリーンカーテンにより夏期の節
電を図ります。

市長政策室長
三川　俊彦

　 政策推進課、秘書広報課、（ まちづくり課　　　　　  ）

○基本目標
　計画的な行財政改革を進め、健
全財政を維持するとともに、職員
の資質向上を図り、より一層、質
の高い市民サービスを提供します。
　また、災害に強いまちづくりを
進め、市民の安心・安全を確保し
ます。

○平成23年度重要事業
１健全な財政運営の推進
　市債の発行に当たっては、引き
続き、事業の必要性を十分に精査
し、市債発行額を抑制するととも
に、可能な限り基金への積立を行
い、健全な財政運営に努めます。
また、計画的に職員数を削減しま
す。

２人材の育成
　より一層の市民サービスの向上
を図るため、人材育成基本方針に
基づく階層別や専門研修を計画的、
効果的に実施するとともに、自己
啓発を促進するため、資格取得支
援や政策提言制度を活用し、精鋭
職員を育成します。

３防災対策の推進
　市民の防災意識を高め、災害時
の迅速・的確な対応による被害の
最小化に努めるとともに、今回の
震災を教訓に射水市地域防災計画
等の見直しと、予想される危機に
対応するための射水市危機管理指
針を策定し、市民の安心・安全の
確保に努めます。

○行財政改革（経費節減）の具体
的な内容

　入札関係図書の送付を簡易書留
からレターパックに変更し、郵便
料の節減を図る。また、各課でも
郵便料の節減のため経済的な郵送
方法を検討します。

行政管理部長
米本　　進

　 総務課、人事課、（ 財政課、管財課  ）

22年度政策宣言ページ
　http://www.city.imizu.toyama.jp/info/svCtgInfo.aspx?ctgcd=0615

問合せ先　政策推進課（小杉庁舎）☎57−1623

　市では、各部長が部内で取り組む事業の目標を設定し、「政策宣言」
として市民の皆さんに公表しています。この政策宣言は、各部の重
要施策を公開することで、行政の透明性と信頼性を高めることが目
的です。
　なお、昨年度の政策宣言と達成状況は市ホームページに掲載して
います。

掲載部局一覧
市長政策室
行政管理部
市民環境部
福祉保健部
産業経済部
都市整備部
上下水道部
市民病院事務局
会計管理者
教育委員会
消防本部
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みえる・わかる・わかり合える行政を　進めます 部長の政策宣言
平成23年度

○基本目標
　税金や使用料・手数料等、貴重
な公金が適正に執行されるよう、
厳正かつ効率的な書類審査に努め、
適正で迅速な支払事務を推進しま
す。

○平成23年度重要事業
１公金の安全かつ有利な管理運用
　公金の安全かつ有利な管理運用
に努め、資金及び基金による利子
確保を図ります。

２現金出納にかかる現地調査等の
充実

　市職員の現金取扱いが適正に行
われるよう、現地調査等の充実に
努めます。

３公共工事の検査業務の充実
　公共工事の完成検査は、出来栄
えだけでなく、工事に対する姿勢、
技術能力及び安全管理等を含めた
審査を行うよう努めます。
　また、低い金額で受注された工
事、工事成績評定で評定点数の低
い施工業者の類似工事、特に安全
管理が必要な工事は、施工状況に
合わせ工事監察を実施し、指導し
ます。　

○行財政改革（経費節減）の具体
的な内容

　循環型社会を目指して、引き続
き、公共工事に再生骨材を使用す
ることや建設発生土の情報交換を
行うように努めます。

会計管理者
若林　秀徳

（ 会計課、検査室 ）

○基本目標
　施設面での安全・安心な学校づ
くりを目指すとともに、子どもた
ちの健全な食生活に必要な知識の
習得や教育環境の充実に努めます。

○平成23年度重要事業
１学校施設の耐震補強の推進
　子どもたちが生活の大半を過ご
す学校施設は、災害時の応急非難
場所としての役割もあり安全確保
を図るため、耐震化を推進します。

２学校図書館のシステム整備及び
図書の充実

　児童生徒の読書活動の充実を図
るため、引き続き全小中学校に学
校図書館司書を配置し、図書シス
テム整備や図書の充実を推進しま
す。

３学校給食における地場産食材の
積極的な活用

　射水市食育推進計画に基づき、

地産地消を推進するため生産者団
体等と連携し旬の地場産食材を取
り入れた給食を実施します。

○行財政改革（経費節減）の具体
的な内容

とやま環境チャレンジ10の実施
　地球温暖化対策の一環として
10歳〔小学校4年生〕の児童が地
球温暖化問題を学び、家族ととも
に目標(節電・節水等)を決めて実
践・自己評価し家庭での温暖化対
策の定着を図る。平成23年度は、
６小学校で実施します。
　なお、小中学校でも節電・節水
に努め温暖化対策を推進します。

教育委員会教育次長
山崎　　毅

　 教育総務課、教育施設整備課、（ 文化・スポーツ課　　　　　  ）
○基本目標
　水道事業では、施設の災害対策
を強化し、安全でおいしい水道水
を安定的に供給します。
　また、下水道事業では、雨水対
策や老朽化した下水道施設の改修
を進め、水環境の整備に取組みま
す。

○平成23年度重要事業
１鉛製給水管更新事業
　安全でおいしい水道水を供給
するため、平成24年度を目標に、
公道下に埋設されている全ての鉛
製給水管をステンレス製に取替え
ます。
　平成23年度は、2,000件の給水
管を改修します。

２雨水対策事業
　近年、頻発しているゲリラ豪雨
などから市民の安全や財産を守る
ため、雨水対策基本計画に基づき、
順次浸水対策工事を実施します。

３災害に強い施設整備
　上下水道事業は、市民生活を支
える重要なライフラインであり、
本年度は、水道水管橋の補強工事
や下水マンホールの液状化対策を
実施し、災害に強い施設整備を推
進します。

○行財政改革（経費節減）の具体
的な内容

　下水道事業及び農業集落排水事
業に企業会計制度を導入し、効率
的でわかりやすい事業運営をおこ
なうため、本年度は、その準備作
業を進めます。

上下水道部長
西本　邦郎

　 上下水道業務課、下水道工務課、（ 上水道工務課　　　　　　　　  ）

○基本目標
　「暮らして安心、住み続けたい
射水市」を実感してもらえるよう、
災害に強く住みよいまちづくりを
進めます。

○平成23年度重要事業
１既存インフラの安全・安心の確

保
　公園や橋梁といった重要インフ
ラの安全・安心を確保するため
「長寿命化計画」を策定し、計画
的な維持管理を図ります。

２災害に強いまちづくりの推進
　高潮に即応できるよう、内川に
遠隔操作する常設ポンプの設置や、
老朽化した消雪施設のリフレッ
シュ計画を策定するなど、災害対
策の充実を図ります。

３住みよい・安心して暮らせるま
ちづくりの推進

　住まいに関する多様なニーズに
応え、より安全なまちづくりなど
の実現のため、「空家実態調査」
を行います。

○行財政改革（経費節減）の具体
的な内容

　古い防犯灯のＬＥＤ化を進め、
電気使用量を始め、球換え等その
後の経費節減を図ります。

都市整備部長
宮嶋　　曻

　 都市計画課、道路建設課、（ 道路・河川管理課、建築住宅課 ）

○基本目標
　火災をはじめとする各種の災害から、
市民の生命、身体及び財産を守るため、
消防・救急・救助体制の整備を行います。
　また、消防施設等を整備するととも
に、市民や事業所での防火・防災意
識の高揚を図り、安心して暮らせる安
全なまちづくりの実現を目指します。

○平成23年度重要事業
１防火対策の推進
　住宅用火災警報器の全世帯への
設置に向けて指導を強化し、火災
死傷者の撲滅を図ります。
　また、住宅防火診断など効果的
な防火指導を実施し、住宅火災の
減少を図ります。

２救急体制の充実
　救急救命士を計画的に養成する
とともに、救急業務の高度化に対
応するため、救急救命士の知識、
技能の向上を図ります。
　また、救命講習等を実施し、い
ざという時に応急手当のできる人
づくりを推進します。
　新たに「まちかど AED」制度

を実施し、設置施設の表示や設置
状況を公開するなど、いざという
時に AED が使用できる環境づく
りに取り組みます。

○行財政改革（経費節減）の具体
的な内容

　休憩時間はもとより、比較的明
るい昼間においても消灯し節電を
図します。
　裏面が使用できる不用紙を再利
用し、資源の有効利用を図します。

消防長
竹内　三和

　 消防本部総務課、消防本部防災課、（ 射水消防署、新湊消防署　　　  ）
○基本目標
　市民の安心と安全を守るという
市民病院の責務を自覚し、特色あ
る病院、選ばれる病院として医療
の充実を図るとともに、経営健全
化に努め、市民に信頼される病院
づくりを進めていきます。

○平成23年度重点事業
１患者数の増加策の推進
　さまざまな広報手段を活用し、
全市に当院の持つ優れた医療機能
を周知し、当院の認知度を高め患
者数の増加を図ることで、地域医
療の中核病院としての役割を果た
してまいります。また、総合病院
との連携も進め、当院の強みであ
る循環器系疾患等の患者数の増加
を図ります。

２地域連携の取組の強化
　引き続き、開業医の皆様との連
携を強化し、このネットワークを
生かした遠隔在宅診療に取り組み
ます。

３射水市民病院改革プランのロー
リングの実施

　平成21年度から25年度までを
対象期間として、病院運営の改善
を目指し策定した改革プランにつ
いて、本年度が対象期間の３年目
になることから、この間の実績等
を踏まえ、より現実的な視点で
ローリングを進めます。

○行財政改革（経費節減）の具体
的な内容

　病院改革プランを見直し、経費、
とりわけランニングコストの削減
に努めます。

市民病院事務局長心得
寺岡　伸清

　 市民病院総務課、（ 市民病院医事課  ）
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市
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き
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す
。

　

今
回
は
、
平
成
22
年
度
予
算
の
執
行

状
況
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す（
平
成
23

年
３
月
31
日
現
在
）。

※
市
の
出
納
は
５
月
31
日
で
締
切
り
ま

す
の
で
、
今
回
お
知
ら
せ
し
た
予
算
の

執
行
状
況
は
そ
の
ま
ま
決
算
額
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
企
業
会
計
は
経
理
方
式
が

異
な
っ
て
お
り
、
出
納
は
３
月
31
日
で

締
切
っ
て
い
ま
す
。

※
予
算
額（
３
月
補
正
後
）及
び
執
行
額

（
収
入
額
、
支
出
額
）に
は
、
平
成
21
年

度
か
ら
の
繰
越
金
を
含
み
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

財
政
課
（
小
杉
庁
舎
）
☎
57
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１
６
３
０
●

　市では、公営企業として、水道事業と病院事業を経営しており、これらの会計が企業会計です。

●水道事業の概要 ●病院事業の概要

平
成
２２
年
度

市
の
財
政
状
況

　一般会計の状況

歳　入
（主なもの）

歳　出
（主なもの）

皆
さ
ん
の

市
税
負
担

1人当たり

134,673円
1世帯当たり

397,783円
使
わ
れ
て
い
る

市
の
予
算

1人当たり

442,129円
1世帯当たり

1,305,914円グラフの見方

市 税99.3％
126億6,264万円

125億7,329万円 民 生 費 92.6％
112億6,931万円

104億3,107万円

地 方
交 付 税

104.8％
82億4,393万円

86億3,824万円 教 育 費 64.5％
64億6,077万円

41億6,465万円

国 ・ 県
支 出 金

70.7％
66億9,184万円

47億2,960万円

総 務 費 62.2％
53億　171万円

33億　　6万円市 債6.0％
65億9,920万円

3億9,690万円

土 木 費 74.9％
53億7,185万円

40億2,456万円

諸 収 入97.4％
26億8,926万円

26億1,989万円 公 債 費 100.0％
50億8,438万円

50億8,376万円

企業会計の状況
　特別会計とは、特定目的の事業を行う場合に、特定の歳入で特定の歳出にあて、一般会計と切り離して経理しているものです。

特別会計の状況

区　　　　分 予　算　額 歳　　入 歳　　出
収　入　額 収　入　率 支　出　額 支　出　率

国 民 健 康 保 険 事 業 81億9,024万円 75億6,423万円 92.4％ 76億1,135万円 92.9％
後期高齢者医療事業 16億4,304万円 15億7,495万円 95.9％ 14億7,088万円 89.5％
老 人 保 健 医 療 事 業 689万円 453万円 65.7％ 478万円 69.4％
墓 苑 事 業 3,510万円 1,286万円 36.6％ 3,234万円 92.1％
介 護 保 険 事 業 72億1,051万円 69億2,586万円 96.1％ 66億2,164万円 91.8％
企 業 団 地 造 成 事 業 7,375万円 0万円 0.0％ 7,160万円 97.1％
下 水 道 事 業 49億8,211万円 39億4,255万円 79.1％ 39億3,938万円 79.1％
農 業 集 落 排 水 事 業 4億2,868万円 4億　543万円 94.6％ 3億9,619万円 92.4％

※支出額が収入額を超えている会計の不足額については、各会計間の資金流用および基金の繰替運用で対応しています。

市税の状況

区　　分 予　算　額 調　定　額
（Ａ）

収　入　額
（Ｂ） 構　成　比 対調定収入率

（Ｂ）／（Ａ）
市 民 税 49億9,500万円 54億3,641万円 48億8,520万円 38.9％ 89.9％
固 定 資 産 税 70億1,644万円 74億6,361万円 69億9,503万円 55.6％ 93.7％
軽 自 動 車 税 1億8,850万円 2億　285万円 1億9,008万円 1.5％ 93.7％
市 た ば こ 税 4億6,000万円 4億9,833万円 4億9,729万円 4.0％ 99.8％
入 湯 税 270万円 569万円 569万円 0.0％ 100.0％

合　　　計 126億6,264万円 136億　689万円 125億7,329万円 100.0％ 92.4％

財産の状況

●有価証券　　　　　　　3億3,138万円

行政財産� 2,585千㎡
普通財産� 321千㎡

行政財産� 396千㎡
普通財産� 19千㎡

●基金残高　　　　　　60億8,732万円

●土地 ●建物

■業務概況（４月１日～３月31日）
年度末給水区域内人口　　　95,851人
年度末給水人口　　　　　　94,546人
普及率　　　　　　　　　　　�98.6％
年度末給水栓数　　　　　　33,832栓
総配水量　　　　　　　11,575,635㎥
総有収水量　　　　　　10,794,066㎥
有収率　　　　　　　　　　　�93.2％
一日最大配水量　　　　　　40,865㎥
※給水区域内人口及び給水人口には外国人登録者を含みます。

■予算執行状況（４月１日～３月31日）

■診療科目（14科）
内科、循環器科、外科、整形外科、小児科、眼科、
脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、婦人科、
耳鼻いんこう科、歯科口腔外科、麻酔科、放射線科

■病床数
199床（一般病床195床、結核病床４床）

■患者数
入院患者数（延べ）　　　54,716人
外来患者数（延べ）　　　116,054人

■予算執行状況（４月１日～３月31日）
区　　�分 予　算　額 執　行　額

水道事業収益 21億7,484万円 22億1,554万円
水道事業費用 20億4,833万円 20億　477万円
資 本 的 収 入 6億1,909万円 6億3,102万円
資 本 的 支 出 14億9,049万円 14億6,112万円

※資本的収支不足額は、損益勘定留保資金等で補填します。
（資料：上下水道業務課） （資料：市民病院総務課）

区　　�分 予　算　額 執　行　額
病院事業収益 36億9,184万円 38億1,980万円
病院事業費用 38億4,846万円 38億4,358万円
資 本 的 収 入 2億3,533万円 2億3,760万円
資 本 的 支 出 4億5,561万円 4億4,704万円

※資本的収支不足額は、損益勘定留保資金等で補填します。

借入金の状況
●長期借入金

区　　　分 現　在　高
一 般 会 計 471億9,202万円

特
別
会
計

墓 苑 事 業 1億4,620万円
企 業 団 地 造 成 事 業 5億7,686万円
下 水 道 事 業 338億4,206万円
農 業 集 落 排 水 事 業 28億1,737万円

合　　　計 845億7,451万円

●一時借入金
会　　　計 現　在　高

一 般 会 計 19億円

平成23年3月31日現在
人　口　　94,025人
世帯数　　31,833世帯

収入率 支出率
予 算 額 予 算 額
収 入 額 支 出 額

詳細は財政課ホームページ（http://www.city.imizu.toyama.jp/guide/svGuideDtl.aspx?servno=2344）

　予算額

　415億 7,117万円

収入額
328億6,913万円
（収入率　79.1％）

支出額
340億5,837万円
（支出率　81.9％）

平成23年3月31日現在
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Topics & News

photograph

　大型客船の「ぱしふぃっくびぃなす」（日本クルーズ客船）が富山新
港海王岸壁に寄港し、八幡保育園児をはじめ、駆けつけた多くの市民か

ら歓迎を受けました。
　全長183ｍ、幅25ｍ、２万6561トンの巨大
な客船では、停泊中に、市で募集した80人が船
内見学やＤＶＤ鑑賞を楽しみました。
　また、射水市ふるさと物産協議会による射水
の特産品販売や、内川ガイドツアーも行われ乗
客を歓迎しました。

　大門漁協の稚アユの放流が土合地区の庄川右岸で行われ、
大門小学校の２年生146人と、放生津小学校４年48人が参
加しました。児童に自然に親しんでもらおうと庄川沿岸漁
業協同組合連合会が毎年実施しています。
　大門漁協の中間育成施設で育てられた体長約12センチ、
3,000匹のアユの稚魚は、漁協職員によって児童たちのバ
ケツに４、５匹に分けられ、児童たちは川岸で次々と放流
しました。稚アユは６月中旬まで90万匹が放流されます。

　第６回射水市幼年消防のつどい（新湊地区）が新湊アイシン軽金属スポーツ
センターで行われ、新湊地区の10保育園２幼稚園の年長児256人が集まり、幼
年消防クラブへ入隊しました。
　新湊作道保育園　久々湊　嵩徳さんと、畠　麻由
莉さんが代表して誓いの言葉を述べた後、クラブ員
全員が大きな声で「火遊びはしません」と誓いました。
　式後、消防隊員が避難時の姿勢を動物に例えたク
イズをだし、子どもたちは一緒にポーズをとり楽し
みながら知識を深めました。 射水地区20保育園・
幼稚園は６月１日に実施されます。

　第33回越中だいもん凧まつりが大門カイトパークで
行われ、両日ともに好天のもと、県内外から156団体
が参加し、たくさんの来場者でにぎわいました。
　５月14日、東日本大震災からの復興を願い、大門小学校６年生児童
がそれぞれメッセージを書いた６畳サイズの大凧が空高く揚げられまし
た。また、青森県や鹿児島県など、15都道府県の愛好者が全国有名凧
揚げに参加し交流を深めました。
　ローカル凧揚げ自治会の部では、プロ野球選手の似顔絵や浮世絵など
が描かれた大凧が次々と揚げられ、自治会のテント内では、それぞれ焼
きそばを作ったりバーベキューをするなど、子どもから大人までが楽し
く地域の絆を深め合っていました。　

　射水市の春を代表する食材「たけのこ」を使った『たけのこ給食』が
始まり、4月27日、小杉小学校で生産者を招き、給食交流会が開かれま

した。黒河筍加工グループの土佐とみさん、横
田操さんは根のついたたけのこを見せ、たけの
こができるまでを説明した後、当日朝採れたた
けのこを使った、たけのこご飯を児童と食べま
した。旬の地場産食材を使った特別給食は7月
にエダマメ、11月にサトイモを使ったメニュー
が予定されています。

14・15
5
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5
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5

東北の地へ　願いをこめて地元の旬の食材を学ぶ

大型客船がやってきた

大きくなって戻ってきてね

火遊びはしません！

—第33回越中だいもん凧まつり—
—特別給食たけのこ給食—

—ぱしふぃっくびぃなす入港—

—庄川稚アユ放流—

—第6回射水市幼年消防のつどい—

寄せ書きコーナー

大門小児童の凧揚げ

強風で凧の病院大繁盛

鉄板を囲んで焼きそばづくり

たくさんの来場者

だるまだこが800以上も描かれる

ふわりと舞う凧

大門小児童の願いをこめた大凧

私たちも揚げています

第33回越中だいもん凧まつり 受賞団体 敬称略

ローカル凧揚げ コマーシャル凧揚げ

全国有名凧揚げ

凧絵コンテスト

自治会の部
　グランプリ賞　　二口
　ゴールデン賞　　島
　ブルースカイ賞　荒町
　優秀賞　　　　　ほたる野、土合、
　　　　　　　　　下地区まちづくり地域振興会
　イミズムズムズ特別賞　生源寺

児童クラブの部
　グランプリ賞　　島
　ゴールデン賞　　庄和町
　ブルースカイ賞　田町
　優秀賞　　　　　荒町、ほたる野
　イミズムズムズ特別賞　下条

　グランプリ　　　生源寺青壮年会
　ゴールデン賞　　富山第一銀行大門支店
　ブルースカイ賞　射水市商工会薬業部会
　優秀賞　　　　　北陸銀行大門支店、
　　　　　　　　　射水交通安全協会大門支部
　イミズムズムズ特別賞　松井電気工業所

　グランプリ賞　　江戸川・風の仲間（東京）
　ゴールデン賞　　内灘町大凧保存会浜風（石川）
　ブルースカイ賞　相州凧の会（神奈川）
　優秀賞　　　　　日本の凧の会・東海支部（愛知）
　　　　　　　　　山梨市川大門凧の会（山梨）

自治会の部
　グランプリ賞
　　　　　　庄和町
　ゴールデン賞
　　　　　　土合北部
　ブルースカイ賞
　　　　　　棚田
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問合せ先 ・健康推進課（新湊庁舎）

・新湊保健センター

・小杉保健センター

TEL82－1954　FAX82－3175

TEL82－8416　FAX82－8419

TEL56－3007　FAX56－3008

・大門保健センター

・大島保健センター

・下村保健センター 

TEL52－7070　FAX52－7071

TEL52－7970　FAX52－5595

TEL59－8021　FAX59－8022

・１歳６か月児健康診査、３歳６か月児健康診査、
　予防接種は、個人通知をしませんので、
　毎月の広報いみずを見て会場へお越しください。

・１歳６か月児健康診査、３歳６か月児健康診査、
　予防接種は、個人通知をしませんので、
　毎月の広報いみずを見て会場へお越しください。6月号

項 目 対 象 者 対象地区 実 施 日 会 場 受 付 時 間

健
　
　
診

３～４か月児健康診査
Ｈ23年２月生

新湊・大門・大島 ６月15日（水）射水市民病院

13:00～13:15

小杉・下 ６月22日（水）小杉保健センター
Ｈ23年３月生 大門・大島 ７月５日（火）大門保健センター

１歳６か月児健康診査
Ｈ21年11月生

新湊 ６月３日（金）新湊保健センター
小杉・下 ６月８日（水）小杉保健センター

大門・大島 ６月17日（金）大門保健センター

Ｈ21年12月生
新湊 ７月１日（金）新湊保健センター

小杉・下 ７月６日（水）小杉保健センター

３歳６か月児健康診査 
（むし歯予防教室をあわせて実施）

H19年12月生
小杉・下 ６月２日（木）小杉保健センター

新湊 ６月９日（木）新湊保健センター
大門・大島 ６月23日（木）大門保健センター

H20年１月生 新湊 ７月７日（木）新湊保健センター

教
　
　
室

むし歯予防教室
（１歳６か月児・３歳児）

Ｈ21年11月生、Ｈ20
年６月生の教室参加者

新湊①・小杉・下 ６月20日（月）小杉保健センター
新湊②・大門・大島 ６月28日（火）大門保健センター

むし歯予防教室
（２歳児・２歳６か月児）

Ｈ21年６月生、Ｈ20年
12月生の教室参加者

新湊①・小杉・下 ６月10日（金）小杉保健センター
新湊②・大門・大島 ６月16日（木）大門保健センター

Ｈ21年７月生、Ｈ21年
１月生の教室参加者 新湊①・小杉・下 ７月８日（金）小杉保健センター

マタニティ教室《要申込み》 妊婦 全市 ６月23日（木）新湊保健センター
9:15～ 9:30

もうすぐパパママ教室《要申込み》 妊婦とその夫 全市 ６月25日（土）小杉保健センター

相
　
　
談

ぴよぴよ相談 
（身体計測、育児・母乳・栄養相談、
　絵本の読みきかせ、
　離乳食実習（新湊・大門）

生後８か月まで 全市
６月３日（金）下村保健センター

9:30～10:00
６月20日（月）大門保健センター
７月６日（水）新湊保健センター 13:00～13:30

にこにこ相談
（身体計測、育児・栄養相談、
　食事の話とおやつの試食）

生後９か月以降 全市
６月10日（金）大島保健センター

9:30～10:00６月17日（金）小杉保健センター
６月27日（月）新湊保健センター

予
防
接
種

Ｂ Ｃ Ｇ H23年２月生
大門・大島 ６月９日（木）大門保健センター

13:00～13:30
新湊 ６月17日（金）新湊保健センター

小杉・下 ６月24日（金）小杉保健センター
H23年３月生 大門・大島 ７月７日（木）大門保健センター

母と子の健康診査・教室・相談・予防接種（6月1日～7月10日）

成人の集団検診（6月1日～7月10日）

※対象地区以外で健診等を受診される場合は、お住まいの地区の保健センターへご連絡ください。
　新湊①　片口・堀岡・海老江・本江・七美地区　　　　新湊②　中伏木・新湊・放生津・塚原・作道地区

※６月７日（火）大門保健センターでの３～４か月児健診は、実施日と会場が６月15日（水）射水市民病院に変更になりました。

来月初旬までの日程を掲載しています。

○検診の詳細は、「射水市おとなの健康カレンダー」
　（広報いみずと同時配布）をご覧ください。
○「受診券」「健康手帳」「検診料金」を持参してください。

腸管出血性大腸菌による食中毒にご注意ください
　４月下旬から富山県内で腸管出血性大腸菌による食中毒事件が発生しています。これから気温も高くなり
腸管出血性大腸菌などによる食中毒の発生しやすい季節となります。

　肉は十分加熱（75℃１分間以上）して食べ
ましょう。ユッケや生レバーなど、肉を生で
食べることは避けましょう。

　焼肉の時には、焼く箸と食べる箸を
使い分け、生肉に触れた箸で食事をし
ないようにしましょう。

　生肉を処理した包丁やまな板は、水洗いだけで
は殺菌できません。生野菜や加熱済み食品を汚染
しないよう、十分洗浄、消毒して使いましょう。

　冷蔵庫内では、生肉や生肉から出る
水分が他の食品に触れないよう容器に
入れて保存しましょう。

次の予防のポイントに十分注意して、食中毒を防止しましょう。

予防策１

予防策３ 予防策４

予防策２

項目 対象者 対象地区 実施日 会場 受付時間

結
核
・
肺
検
診

結
核
検
診
…
65
歳
以
上
　
　
　
肺
検
診
…
40
歳
以
上 

新湊

6月１日（水）新湊保健センター ９:３０～１１:００

6月２日（木）あゆの風センター ９:３０～１１:００
１３:３０～１５:００

6月13日（月）七美コミュニティセンター

９:30～11:00
6月30日（木）本江コミュニティセンター
7月４日（月）塚原コミュニティセンター
7月８日（金）片口コミュニティセンター

小杉

6月３日（金）南太閤山コミュニティセンター
９:30～１１:００

１３:３０～１５:００6月７日（火）太閤山コミュニティセンター
6月９日（木）中太閤山コミュニティセンター
6月13日（月）金山コミュニティセンター

９:３０～１１:００6月14日（火）橋下条コミュニティセンター
6月16日（木）大江コミュニティセンター

6月23日（木）戸破コミュニティセンター ９:３０～１１:００
１３:３０～１５:００

6月27日（月）池多コミュニティセンター
９:３０～１１:００

7月1日（金）小杉社会福祉会館

7月7日（木）三ケコミュニティセンター ９:３０～１１:００
１３:３０～１５:００

大門

6月1日（水 )
大門総合会館

９:３０～１１:００

6月3日（金）
6月7日（火）

浅井コミュニティセンター
6月10日（金）
6月15日（水）

水戸田コミュニティセンター
6月21日（火）
6月22日（水）

櫛田コミュニティセンター
6月23日（木）
7月１日（金）

大門保健センター
7月４日（月）

大島

6月２日（木）
新開発公民館 ９:３０～１１:００
小林公民館 １３:３０～１５:００

6月３日（金）八塚公民館 １３:３０～１５:００

6月６日（月）
鳥取公民館 ９:３０～１０:００
北高木公民館 １０:３０～１１:３０
常磐町公民館 １３:３０～１５:００

6月13日（月）新町公民館
１３:３０～１５:００

6月15日（水）中野公民館

7月８日（金）
大島北野公民館 ９:３０～１０:００
若杉公民館 １０:３０～１１:３０
小島１区公民館 １３:３０～１５:００

項目 対象者 対象地区 実施日 会場 受付時間

胃
が
ん
検
診
（
要
予
約
）

18
歳
以
上

新湊

6月１日（水）新湊保健センター

8:30～
9:30

6月２日（木）あゆの風センター
6月13日（月）七美コミュニティセンター
6月30日（木）本江コミュニティセンター
7月４日（月）塚原コミュニティセンター
7月８日（金）片口コミュニティセンター

小杉

6月３日（金）南太閤山コミュニティセンター
6月７日（火）太閤山コミュニティセンター
6月９日（木）中太閤山コミュニティセンター
6月14日（火）橋下条コミュニティセンター
6月16日（木）大江コミュニティセンター
6月21日（火）金山コミュニティセンター
6月23日（木）戸破コミュニティセンター
7月１日（金）小杉社会福祉会館
7月５日（火）池多コミュニティセンター
7月７日（木）三ケコミュニティセンター

大門

6月14日（火）大門総合会館
6月24日（金）浅井コミュニティセンター
6月29日（水）水戸田コミュニティセンター
7月６日（水）櫛田コミュニティセンター

大島（A） 6月８日（水）
大島保健センター大島（B） 6月22日（水）

大島（C） 6月30日（木）
下（E） 6月20日（月）下村保健センター下（F） 6月27日（月）

子
宮
・
乳
が
ん
検
診
（
要
予
約
）

子
宮
が
ん
検
診
… 

20
歳
以
上
　
乳
が
ん
検
診
… 

18
歳
以
上

新湊

6月１日（水）新湊保健センター

13:30～
14:00

6月２日（木）あゆの風センター
6月13日（月）七美コミュニティセンター
6月30日（木）本江コミュニティセンター
7月４日（月）塚原コミュニティセンター
7月８日（金）片口コミュニティセンター

小杉（南太閤山・
中太18丁目） 6月13日（月）

小杉保健センター小杉（太閤山）6月16日（木）
小杉（中太閤山）6月28日（火）
小杉（全地区）★7月5日（火）

大門

6月14日（火）大門総合会館
6月24日（金）浅井コミュニティセンター
6月29日（水）水戸田コミュニティセンター
7月６日（水）櫛田コミュニティセンター

大島（A） 6月８日（水）
大島保健センター大島（B） 6月22日（水）

大島（D） 6月30日（木）
下（E） 6月20日（月）下村保健センター下（F） 6月27日（月）

（A）今開発・本開発・赤井・新開発
（B）小林・八塚・新富町・鳥取・北高木・南高木・常磐町・三島野
（C）新町・西園・中野・中野社宅・大島北野・若杉・さくら台
（D）新町・西園・中野・中野社宅
（E）加茂東部・下村三箇・山屋・白石・倉垣小杉
（F）加茂中部・摺出寺・八講

肝炎ウイルス検診
を受診しましょう

　肝炎（Ｂ型・Ｃ型）ウイルスは、感染してもあまり
症状が現れず、感染に気づかないことがほとんど
です。感染したまま放置していると、慢性肝炎や肝
硬変などになる可能性が指摘されています。まだ
一度も検査を受けておられない方は、ぜひ受診し
ましょう。

〈検診期間〉平成２３年６月６日（月）～１０月３１日（月）
〈対象者〉４０歳以上の方（昭和４７年３月３１日以前に生ま

れた方）で肝炎ウイルス検診を受けたことがない方

※４０歳節目年齢の方（昭和４６年４月１日～昭和４７年３月
３１日生で住民税特別徴収以外の方）には、ご案内しました。
※４１歳以上の方（昭和４６年３月３１日以前に生まれた方）
で検診を希望される方は、受診票を発行しますので健康
推進課または各保健センターにお問合せください。

日　時　7月9日（土）10：15～12：00（受付　10：00～10：10）
会　場　射水市大島絵本館
対象者　概ね生後6か月から1歳6か月のお子さんをもつ保護者
内　容　★子育てトーク
　　　　　「子育てを楽しむために
　　　　　　～子どもの世界をのぞいてみよう～」
　　　　　　富山国際大学　子ども育成学部
　　　　　　講師　本江　理子　氏
　　　　★ミニコンサート　Harpist　川村　文乃　氏
　　　　★絵本の読み聞かせ
参加料　無料　　　定　員　40組（先着順）※申込みが必要です。

申込・問合せ先
健康推進課（新湊庁舎）☎82－1954　大門保健センター　☎52－7070
新湊保健センター　☎82－8416　大島保健センター　☎52－7970
小杉保健センター　☎56－3007　下村保健センター　☎59－8021

子育てを
もっと楽しく

親と子のこころの健康づくり

　　ママとパパの
　　リフレッシュセミナー

★託児付き
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問合せ先
長寿介護課（新湊庁舎）
☎82－1952

問合せ先
長寿介護課（新湊庁舎）
☎82－1952

「
家
庭
教
育
支
援
」

今
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
家
庭
教
育
支
援
」
だ
よ
。

　
家
庭
で
の
教
育
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
ね
。

　
で
も
、
こ
の
ご
ろ
は
、
家
庭
生
活
や
社
会
環
境
の
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
な
ど
か
ら
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

　
そ
れ
に
、
核
家
族
化
や
地
域
で
の
交
流
が
少
な
く
な
る

こ
と
で
、
気
軽
に
子
育
て
の
悩
み
を
相
談
で
き
な
い
人
が

増
え
て
い
る
み
た
い
。
だ
か
ら
、
家
庭
で
、
ゆ
と
り
や
自

信
を
も
っ
て
、
子
ど
も
と
向
き
合
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
が
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
や
子
育
て
に
元

気
に
向
き
合
っ
て
も
ら
う
た
め
の
機
会
と
し
て
、
「
射
水

市
家
庭
教
育
支
援
講
座
」
が
開
催
さ
れ
る
よ
。

　
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
や
家
族
・
地
域

の
人
た
ち
が
一
緒
に
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
環
境
づ
く
り

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
で
、
『
子
育
て
っ
て
大
変
だ
け

ど
、
本
当
に
楽
し
い
よ
』
っ
て
い
う
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ

え
る
射
水
市
に
な
る
よ
う
、
み
ん
な
で
積
極
的
に
参
加
し

て
み
よ
う
！

《
目

　
的
》

・
子
育
て
奮
闘
中
の
方
へ
の
支
援

・
家
庭
教
育
支
援
に
関
心
が
あ
る
方
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

・
家
庭
教
育
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、
地
域
で
子
ど

も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

申込・問合せ先　教育総務課（下庁舎）☎59−8091
　　　　　　　　※申込みは開催日1週間前までにお願いします。（１講座のみの受講も可）

ＮＯ.
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フン
は

持ち帰
ろう

ム
ズ
ム
ズ
く
ん
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

の

フンは
持ち帰ろう

問合せ先　射水消防署　☎56−0119／新湊消防署　☎82−8333

「
ま
ち
か
ど
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
と
は
？

　
市
民
の
方
が
ま
ち
な
か
で
、
不
慮
の
事
故
や
急
病
で
、
呼
吸
・

脈
拍
が
停
止
す
る
重
篤
な
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）の
使
用
を
含
め
た
応

急
手
当
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
施
設
を「
ま
ち
か
ど
Ａ
Ｅ
Ｄ
」と

し
て
公
表
・
表
示
し
ま
す
。

　
近
く
に
あ
る「
ま
ち
か
ど
Ａ
Ｅ
Ｄ
」

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
除
細
動（
電
気
シ
ョ
ッ

ク
）を
行
い
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を

救
え
る
体
制
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

な
ぜ
、
必
要
な
の
？

　
不
慮
の
事
故
や
急
病
で
、
呼

吸
・
脈
拍
が
停
止
す
る
な
ど
の
重
篤
な

人
に
対
し
て
は
、
一
刻
も
早
く
応
急
手

当
を
施
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
特
に

致
命
的
な
不
整
脈
で
倒
れ
た
人
の
場

合
に
は
応
急
手
当
の
開
始
が
遅
れ
る

ご
と
に
救
命
率
が
低
下
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

施
設
の
公
表
は
？

　
施
設
の
了
解
を
得
て
、
消

防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

公
表
し
ま
す
。

「
ま
ち
か
ど
Ａ
Ｅ
Ｄ
」

～
市
民
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
～

今
月の
キ
ー
ワ
ー
ド

開催日時 内　容 講　師 会　場

第1回
6月25日（土）
10：00～11：30

「親を学び伝える
学習プログラムとは？

　－心強い子育ての
ヒントを見つけよう－」

富山大学人間発達科学部
准教授　久保田　真功　氏

射水市
中央公民館
【第3研修室】
(高周波文化ホール内)

第2回
7月 9日（土）
10：00～11：30

「子どもの感情をどう扱うの？
　－カウンセリング技術の

視点から－」

富山大学人間発達科学部
実践総合センター講師
　　　　石津　憲一郎　氏

第3回
8月 6日（土）
10：00～11：30

「親を学び伝える学習実践講座」
射水市家庭教育
アドバイザー連絡協議会

第4回
9月 3日（土）
10：00～11：30

「子どもの感性を育む表現遊び」
富山短期大学幼児教育学科
准教授　武岡　真知子　氏

『家庭教育支援講座～みんなで考えたい・家庭教育のチカラ～』

平
成
23
年
度
の
危
険
物
安
全
週
間
は
６
月
５
日
㈰
か
ら
６
月
11
日
㈯
で
す
。

今
年
の
標
語
は

「
危
険
物
　

無
事
故
の
ゴ
ー
ル
は
　

譲
れ
な
い
！
」 【表示証のイメージ／Ａ4サイズ】

①
心
臓
停
止
後
3
分
で
５０
％
死
亡
し
ま
す
。

②
呼
吸
停
止
後
１０
分
で
５０
％
死
亡
し
ま
す
。

③
多
量
出
血
後
３０
分
で
５０
％
死
亡
し
ま
す
。

緊急事態における時間経過と死亡率の関係

経過時間

死
亡
率

100
（％）

75

50

25

0
30 1 2 3 5 10 15 30 1
秒 分 時間

①心臓停止 ②呼吸停止 ③多量出血

1「グー、チョキ、パー」と声に出しながら、
　　片手はそのとおりに出し、別の手はそれに勝つ形を出す。
2「グー、チョキ、グー、チョキ」と 2回ずつ声に出しながら、
　　片手はそのとおりに、別の手はそれに勝つ形に出します。
3 ①と②を手を変えて行います。

3分グーパー体操

　高齢になれば、誰しもが認知症になる可能性があります。認知症は生活習慣を見直し、脳を活性化させる
ことで発症や進行を遅らせることができるといわれています。
　手の指を動かすことは、指の器用さを促すと同時に、
脳を刺激して活性化させる方法の一つです。

パー、チョキ

積極的に介護予防に取組むために

　生活機能の「基本チェック票」は、要支援・要介護認定を受けていない65歳以上の方を対象に、身体の
状態や心身の機能に衰えがないかをチェックし、積極的に介護予防に取組んでいただくための質問です。

　返信された基本チェック票の結果から、生活機能低下の可能性がある方に地域包括支援センターの職員
が家庭を訪問して、介護予防教室への参加をお勧めします。また、教室に参加するため、必要に応じ医療
機関で血液検査や心電図等の検査と診察を受けていただきます。

※生活機能の基本チェック票は、昨年までは特定健康診査・後期高齢者の健康診査と同時に実施していま
したが、今年から健診とは別に実施することになりました。

①6月上旬に郵送で
　届きます。

②自宅で記入して
　ください。

③返信用封筒に入れ
　投函してください。

返信期間は7月末まで
ですが、早めに返信し
ましょう！

生活機能の「基本チェック票」を記入し、返信しましょう！生活機能の「基本チェック票」を記入し、返信しましょう！
問合せ先　長寿介護課（新湊庁舎）☎82－1952

【郵送で届く物】
・基本チェック票
・記入のお知らせ
・返信封筒

「基本チェック票」の
表裏を漏れなく記入し
ましょう！

【栄養しっかり教室】 【口腔健康教室】 【脳いきいき教室】【足腰しっかり教室】

≪実施の流れ≫

≪介護予防教室の種類≫

受講料　無料
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○
看
護
師　

５
人

募
集
期
限　

6
月
17
日
㈮

試
験
日　
　

6
月
24
日
㈮

○
パ
ー
ト
看
護
師

募
集
人
数　

２
人

給
料　

時
給
１
︐３
５
０
円

○
パ
ー
ト
調
理
師

募
集
人
数　

1
人

給
料　

時
給
８
９
５
円

（
交
代
勤
務
あ
り
）

問
合
せ
先　

市
民
病
院
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
82
―
８
１
０
０

対
象　

男
性
・
女
性
警
察
官
と

も
大
学
卒
又
は
平
成
24
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

受
付
期
限　

６
月
10
日
㈮

第
一
次
試
験　

７
月
10
日
㈰

合
格
発
表　

７
月
下
旬

問
合
せ
先　

射
水
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
55
―
０
１
１
０

で
あ
れ
ば
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

募
集
期
限　

８
月
31
日
㈬

資
料
請
求（
無
料
）・
問
合
せ
先

　

放
送
大
学
富
山
学
習
セ
ン

タ
ー
（
富
山
県
立
大
学
内
）

　

〒
９
３
９
―
０
３
１
１

　

射
水
市
黒
河
５
１
８
０

　

☎
56
―
９
２
３
０

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp/

日
時　

６
月
26
日
㈰

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
頃

集
合　

み
な
と
交
流
館
（
海
王

丸
パ
ー
ク
駐
車
場
内
）

内
容　

新
湊
大
橋
の
概
要
説
明
、

橋
上
工
事
現
場
見
学
な
ど

対
象　

射
水
市
民
（
中
学
生
以
上
）

※
安
全
上
、
ご
高
齢
の
方
の
橋

上
工
事
現
場
見
学
は
ご
遠
慮
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

定
員　

先
着
約
40
人
【
個
人

（
20
人
）、
１
団
体
（
20
人
程

度
）】

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
小
銭
入
れ
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰

の
２
日
間 

午
前
９
時
～
正
午

場
所　

プ
ラ
ザ
棟
仮
設
ハ
ウ
ス

対
象　

市
民
又
は
市
内
に
勤
務

の
方

定
員　

15
人

受
講
料　

２
０
０
円
（
材
料
費
）

※
裁
縫
道
具
は
要
持
参

申
込
締
切　

６
月
13
日
㈪

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

射
水
市
ミ
ラ
イ
ク
ル
館

　

☎
55
―
８
６
５
０

対
象　

市
内
在
住
の
18
歳
か
ら

40
歳
ま
で
の
男
女

日
程

　

７
月
15
日
㈮　

開
会
式
等

　

９
月
３
日
㈯　

学
習
会

　

10
月
下
旬　

本
会
議
、
閉
会
式

応
募
締
切　

６
月
21
日
㈫

申
込
・
問
合
せ
先

　

教
育
総
務
課
（
下
庁
舎
）

　

☎
59
―
８
０
９
１

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

個
人
又
は
団
体

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
の
際
は
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
が
必

要
で
す
。

申
込
期
間　

６
月
６
日
㈪

　
　
　
　
　
　

～
６
月
17
日
㈮

そ
の
他　

荒
天
の
た
め
中
止
す

る
場
合
は
、
当
日
朝
９
時
ま

で
に
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、当
日
は
雨
具
（
カ
ッ

パ
）
持
参
の
上
、
動
き
や
す

い
服
装
、
運
動
靴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

港
湾
商
工
課
み
な
と
ま
ち
づ

く
り
班
（
新
湊
庁
舎
）

　

☎
82
―
１
９
５
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

82
―
８
２
４
５

　

E
-m

ail:kou
w

an
@

city.
im

izu.lg.jp

日
時　

７
月
３
日
㈰
小
雨
決
行

日
時　

６
月
25
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
こ
す
ぎ

内
容　

車
椅
子
の
操
作
講
習
後
、

シ
ョ 

ッ
ピ
ン
グ
の
付
添
（
ア

ル
プ
ラ
ザ
）

申
込
期
限　

６
月
20
日
㈪

問
合
せ
先　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム　

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
こ

す
ぎ　

☎
56
―
１
０
７
８

期
間　

７
、８
月

時
間　

午
前
９
時
～
正
午

勤
務　

週
３
、４
日
（
土
日
働

け
る
方
）

給
与　

時
給
７
５
０
円

内
容　

窯
の
出
し
入
れ
等

申
込
締
切　

６
月
19
日
㈰

申
込
・
問
合
せ
先　

陶
房
「
匠

の
里
」
☎
54
―
１
２
０
１

　　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
Ｂ
Ｓ
デ

ジ
タ
ル
放
送
、
あ
る
い
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
視
聴
、

自
宅
で
マ
イ
ペ
ー
ス
に
学
習
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
、
資
格
取

得
や
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
通

信
制
の
大
学
で
す
。
15
歳
以
上

　
　
　

受
付
８
時
30
分
～

会
場　

大
島
中
央
公
園
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場

参
加
料　

１
人
５
０
０
円

参
加
資
格　

市
民
又
は
市
内
に

勤
務
す
る
方

申
込
期
限　

６
月
23
日
㈯
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

　

射
水
市
大
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会　

吉
野

　

☎
／

Ｆ
Ａ
Ｘ 

52
―
３
８
３
３

　

市
内
の
小
売
業
、
飲
食
店
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
方
々
へ
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
「
い
み
ず

元
気
に
せ
ん
ま
い
券
」
の
取
扱

登
録
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

又
は
港
湾
商
工
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

港
湾
商
工
課
（
新

湊
庁
舎
）
☎
82
―
１
９
５
５

市
民
病
院
職
員

富
山
県
警
察
官（
男
性
・
女
性
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

陶
房
「
匠
の
里
」
夏
季

ア
ル
バ
イ
ト

放
送
大
学
10
月
入
学
生

古
着
を
使
っ
た
リ
サ
イ

ク
ル
体
験
教
室
受
講
生

第
55
回
富
山
県
青
年
議

会
青
年
議
員

第
６
回
射
水
市
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会

第
２
回
「
新
湊
大
橋

市
民
見
学
会
」

❖
募
集
❖

射水市の人口・世帯数

INFORMATION

お風呂でスキンシップ

平成23年4月末現在の
射水市住民基本台帳人口

※（　）内は前月比

★小杉ふれあいセンター
☎56−4080

南太閤山17丁目1番地
 6月 2日（木）ザ・あんぽんたん
　　 8日（水）藤山一座
　　13日（月）二鈴草
　　15日（水）劇団つくし
　　20日（月）ひまわり一座
　　25日（土）すずらんの会
　　26日（日）劇団　絆
　　27日（月）劇団　輝

★足洗老人福祉センター
☎86−2722

足洗新町一丁目5番地
 6月 5日（日）たんぽぽ一座
　　18日（土）ザ・あんぽんたん
　　19日（日）藤山一座
　　25日（土）ひまわり一座
　　26日（日）富美夫一座

★大門コミュニティセントー
☎53−1844

串田1395番地
 6月　写真展
　　　　大門写真クラブ

93,985人　（−　40）人　口

45,384人　（−　31）男　性

48,601人　（−　　9）女　性

31,867世帯（＋　34）世帯数

ご寄付
ありがとうございます
４月11日〜５月11日

災害支援寄付
　東京新湊会　会長
　　川田志明様（神奈川県）

100,000円

　射水商工会議所青年部　会長
　　荒木武和様（本町二丁目）

41,000円

　インターナショナルウエル
　フェアクラブ富山　代表
　　べへラム ナワブ アリ様

（草岡町）
　NP0法人
　ニューグレープの会　代表
　　平　りべか様（高岡市）

400,000円

　「小さな町の美術展」
　実行委員会　代表
　　蒲田　繁様（中野）

414,912円

物品（※東日本大震災に係
る被災地支援として）
アルミ鍋 6,480個
　株式会社クラタニ
　　代表取締役　倉谷純弘様
 （片口）

臨時職員を募集します〔緊急雇用対策〕（平成23年７月採用）
　市では国の交付金を活用した緊急雇用対策で、失業者等を対象として、下記の業務の臨時職員を
募集します。　
　都合により変更となる場合もありますので、お早めにお問い合わせください。
募集期間　6月10日（金）から

問合せ先　緊急雇用対策全般に関するお問合せは、港湾商工課（新湊庁舎）☎82−1955まで、
　　　　　業務や応募方法などは、各担当課までお問い合わせください。

事　業　名 職種 求人数 雇用期間 就業時間 賃金 申込・問合せ先 （庁舎） ☎

開発行為許可申請
台帳データ入力事業

事務補助 1 7/1～12/31 7.5h 750円/h 建築住宅課 （大門庁舎）52−7395

市 有 建 築 設 計 図
電 子 化 事 業

事務補助 1 7/1～12/31 7.5h 750円/h 建築住宅課 （大門庁舎）52−7395

防 災 支 援 事 業 事務補助 1 7/1～12/31
7h

（週29h以内）
750円/h 消防本部総務課（消防本部）56−0119

小中学校学習サポ
ー タ ー 配 置 事 業

学習
サポーター

4 7/1～12/31 5.75h 800円/h 教育総務課 （下庁舎） 59−8090

語学講座受講生募集
　射水市にはたくさんの外国人の方が
生活しています。交流を深めるために
も、外国語を修得しませんか。

全講座
場　所　射水市民国際交流協会事務所
講習費　会員4,000円／一般8,000円
　　　　　　　　　＊テキスト代は別
定　員　18名

講座名 開催日時 内　容・レベル 1回目の講座
英 語
（初級）

第1・3火曜
19：15～20：45

＊あいさつなど、基礎からゆっくり学
ぶ。 6月21日（火）

英 語
（中級）

第2・4木曜
19：15～20：45 ＊簡単な日常会話ができる人対象。 6月23日（木）

中 国 語
（入門）

第2・4火曜
19：15～20：45

ピンインなど、中国語を初歩から学ぶ。
基本的な日常会話を学習する。 6月28日（火）

ロシア語
（入門）

第1・3木曜
19：15～20：45

ロシア語をアルファベットから学ぶ。
基本的な日常会話を学習する。 6月30日（木）

韓 国 語
（入門）

第1・3金曜
19：15～20：45

ハングル文字など、韓国語を初歩から
学ぶ。基本的な日常会話を学習する。 7月１日（金）

ポルトガル語
（入門）

第2・4金曜
19：15～20：45

ポルトガル語をアルファベットから学
ぶ。基本的な日常会話を学習する。 6月24日（金）

申込・問合せ先　射水市民国際交流協会　☎・FAX 52−6811
　　　　　　　　メールアドレス　icia@bz03.plala.or.jp

「
い
み
ず
元
気
に
せ
ん
ま

い
券
」
の
取
扱
登
録
店
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認
定
の
流
れ

①
市
民
が
樹
木
所
有
者
の
同
意

を
得
て
、
花
と
緑
の
銀
行
射
水

支
店
に
保
存
樹
の
認
定
を
申
請
。

②
花
と
緑
の
銀
行
射
水
支
店
が

役
員
を
委
員
と
す
る
審
査
会
で

認
定
し
、
公
表
。

※
保
存
樹
木
等
に
対
す
る
助
成

金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
い
認
定
基
準
や
申
請
方

法
な
ど
ご
不
明
な
点
は
、
花
と

緑
の
銀
行
射
水
支
店
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先　

花
と
緑
の

銀
行
射
水
支
店
（
農
林
水
産

課
内
）
☎
82
―
１
９
５
９

　

延
長
窓
口
取
扱
業
務
に
次
の

業
務
を
追
加
し
ま
す
。

　

仕
事
な
ど
で
開
庁
時
間
に
間

に
合
わ
な
い
方
は
延
長
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日
及
び
時
間

　

毎
週
水
曜
日　

午
後
５
時
15

分
～
午
後
７
時
（
祝
日
は
除

き
ま
す
）

　

毎
週
日
曜
日　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分

開
設
場
所　

大
島
庁
舎
１
階　

行
政
セ
ン
タ
ー

◆
取
扱
業
務
（
拡
充
分
）

福
祉
医
療
費
請
求
書
の
交
付
事
務

　

次
の
用
紙
の
交
付
の
み
と
な

り
、
新
規
・
変
更
申
請
な
ど
の

手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑴
子
ど
も
医
療
費
助
成
（
ピ
ン

ク
の
用
紙
）

⑵
妊
産
婦
医
療
費
助
成
（
ピ
ン

ク
の
用
紙
）

⑶
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
（
緑
の
用
紙
）

⑷
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費

助
成
（
障
害
Ⅰ
…
水
色
の
用
紙
）

⑸
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費

助
成
（
障
害
Ⅱ
…
黄
色
の
用
紙
）

※
必
ず
、
健
康
保
険
証
及
び
受

給
資
格
証
を
持
参
、
提
示
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　

取
扱
業
務
⑴
～
⑶

　
　

子
ど
も
課
（
新
湊
庁
舎
）

　
　

☎
82
―
１
９
５
３

　

取
扱
業
務
⑷
～
⑸

　
　

社
会
福
祉
課
（
新
湊
庁
舎
）

　
　

☎
82
―
１
９
５
１

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
皆

さ
ん
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
医
療
費
が
増
大
す
る

と
市
の
財
政
に
負
担
が
か
か
り
、

将
来
的
に
制
度
の
継
続
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
い

つ
ま
で
も
存
続
さ
せ
る
た
め
に

も
適
切
な
受
診
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
学
校
、
幼
稚
園
及
び

保
育
園
で
け
が
を
さ
れ
た
場
合

は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
災
害
共
済
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
学
校
等

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。）

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
者
は

○
0
歳
か
ら
中
学
校
3
年
生
ま

で 

約
１
３
︐６
０
０
人

○
平
成
22
年
度
の
医
療
費
助
成

額 

約
3
億
5
千
万
円

　

１
人
当
た
り
、
月
約
２
︐２ 

０
０
円
の
助
成

問
合
せ
先　

子
ど
も
課
（
新
湊

庁
舎
）
☎
82
―
１
９
５
３

入
札
物
件
の
概
要

（
地
番
、
地
目
、
面
積
）

①
立
町
１
３
０
２
番
３　

宅
地

　

２
８
５
・
４
５
㎡

②
立
町
１
５
７
９
番
１　

宅
地

　

１
８
７
・
４
０
㎡

③
串
田
８
４
１
番
１　

宅
地

　

６
９
８
・
８
９
㎡

※
①
、
②
に
は
支
障
物
件
有
り

※
位
置
図
な
ど
詳
し
く
は
、
管

財
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

６
月
20
日
㈪

　
　
　
　
　
　

～
７
月
11
日
㈪

申
込
・
問
合
せ
先　

管
財
課
（
小

杉
庁
舎
）
☎
57
―
１
６
３
１

募
集
対
象　

富
山
新
港
と
そ
の

周
辺
の
理
解
を
深
め
、
ガ
イ

ド
や
語
り
部
に
な
っ
て
み
た

い
高
校
生
以
上
の
方
。

定
員　

15
人
程
度

日
程　

７
月
～
２
月
の
計
11
回

　
　
　

各
回
３
時
間
以
内

会
場　

海
王
丸
パ
ー
ク
周
辺
の

会
議
室
等

申
込
期
限　

7
月
11
日
㈪

申
込
方
法　

氏
名
、
住
所
、
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
年
齢
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
次
の
申

込
先
へ
郵
送
、
あ
る
い
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
水
辺
の
ま
ち
新
湊
気
付

「
み
な
と
塾
」
実
行
委
員
会

（
〒
９
３
４
―
０
０
２
２ 

射

水
市
放
生
津
町
19
―
4　

新

湊
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
）

　

☎
82
―
２
６
６
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

82
―
８
０
６
５

　

m
izube@

po9.canet.ne.jp

日
時　

８
月
28
日
㈰
及
び
９
月

４
日
㈰
（
予
備
日　

９
月
11

日
㈰
）

場
所　

歌
の
森
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び
県
立

大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格　

市
内
事
業
所
・
商

店
で
働
く
方
、
ま
た
は
市
内

在
住
の
勤
労
者
で
編
成
さ
れ

る
チ
ー
ム

参
加
費

　

１
チ
ー
ム　

６
︐０
０
０
円

　
（
傷
害
保
険
料
含
む
。）

申
込
方
法　

参
加
申
請
書
（
各

行
政
セ
ン
タ
ー
に
備
付
）
に

記
入
の
上
、
参
加
費
を
添
え

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

７
月
８
日
㈮

申
込
・
問
合
せ
先

　

港
湾
商
工
課
（
新
湊
庁
舎
）

　

☎
82
―
１
９
５
５

　

市
内
の
各
地
域
で
、
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
名
木
・
巨
木
等
を
募
集
し
、

「
保
存
樹
木
等
」
に
認
定
さ
れ

た
樹
木
を
公
表
し
ま
す
。

対
象
樹
木

○
市
内
に
存
す
る
樹
木
等

○
他
の
法
令
で
何
ら
か
の
規
制

を
受
け
て
い
な
い
も
の

○
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
所

有
し
て
い
な
い
も
の

み
な
と
（
新
港
・
内
川
）

ガ
イ
ド
養
成
塾
Ⅱ
塾
生

６
月
か
ら
延
長
窓
口
取

扱
業
務
を
拡
充
し
ま
す

第
６
回
射
水
市
勤
労
者
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム

市
内
の
名
木
・
巨
木
等

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

行 政 情 報 発 信

6月の行事
●新湊子育て支援センター
　本町一丁目10−34
　新湊保育園内　☎82−8018
　　10日（金）すくすく講座
　　17日（金）誕生会
　　18日（土）お父さんと遊ぼう

●小杉北部子育て支援センター
　戸破4200−11
　小杉社会福祉会館３Ｆ　☎55−5582
　　10日（金）リズムでGO！GO!
　　13日（月）～15日（水）つくって遊ぼう
　　21日（火）誕生会

●大門子育て支援センター
　中村111−１
　大門きらら保育園内　☎52−1303
　　 2 日（木）わくわく散歩
　　13日（月）～15日（水）つくって遊ぼう
　　21日（火）誕生会

●下村子育て支援センター
　加茂中部838−2
　下村交流センター内　☎59−8088
　　 7 日（火）おでかけしよう元気の森公園
　　 8 日（水）～ 9 日（木）製作あそび
　　28日（火）誕生会

●太閤山子育て支援センター
　太閤山８丁目4−2
　太閤山保育園内　☎080−1952−8975
　　10日（金）赤ちゃんデー
　　23日（木）ふれ合い運動遊び（１才半～） 
　　29日（水）誕生会

●グランパ
　本町三丁目12−28
　新湊カモンショッピングセンター2Ｆ
　☎84−4077
　　15日（水）誕生会
　　7月1日（金）身体測定

●ひまわり（子育てミニサロン）
　戸破2475
　戸破児童館内　☎55−0154
　　10日（金）身体測定
　　14日（火）キーホルダーを作ろう！
　　30日（木）誕生会

●海老江子育て支援センター
　海老江1057
　海老江保育園内　☎86−5050
　　15日（水）、28日（火）ベビーマッサージ
　　17日（金）給食会（要予約）
　　22日（水）身体測定・発育相談

●大島つばさ子育て支援センター
　新開発380番1
　大島つばさ保育園内　☎51−6060
　　16日（木）離乳食の試食会
　　22日（水）親子リトミック遊び
　　24日（金）ベビーマッサージ

●新湊作道子育て支援センター
　殿村115
　新湊作道保育園内　☎82−8787
　　 7 日（火）発育測定
　　 9 日（木）歯みがき教室
　　30日（木）誕生会・親子ビクス

●射水おおぞら子育て支援センター
　小島516−1
　射水おおぞら保育園内　☎51−6262
　　 9 日（木）ベビーマッサージ
　　21日（火）七夕飾りを作ろう
　　28日（火）離乳食の試食会

下記行事以外にも各支援センターで様々な行事
を行っています。お気軽にご利用ください。

子育て支援センター情報

休日在宅当番医・歯科医

5日（日）　麻生内科放射線科医院（中新湊）【内】
　☎82−3710
たかはし内科医院（三ケ）【内・小】
　☎55−5522
かわかみ歯科医院（氷見市加納）
　☎72−8418

12日（日）尾島外科胃腸科医院（桜町）【外・胃】
　☎84−8552
富川クリニック（南太閤山）【胃・循・外・内】
　☎56−7373
やきた歯科医院（高岡市戸出）
　☎63−5758

19日（日）梅崎クリニック（海老江）【内・放・小】
　☎86−8420
木田小児科医院（東太閤山）【小】
　☎57−1525
中島歯科医院（中新湊）
　☎82−2677

26日（日）木戸クリニック（朴木）【内・神内・眼】
　☎82−7300
道振整形外科医院（二口）【整】
　☎52−5699
まきの歯科医院（高岡市野村）
　☎26−1177

最新情報は射水市医師会のホー
ムページをご活用ください。
ホームページアドレス
　http://imizu.weblike.jp/

射水市医師会 QRコード

INFORMATION

※都合により変更になる場合があります。
　受診の際は直接医療機関に電話でご確認ください。

診療時間
午前9時〜
午後5時

■ＦＭとやま　82.7MHz
　○射水ムズムズアワー　
　　毎週金曜日　午前11時30分〜午後０時30分

■ＦＭいみず　79.3MHz
　○「伝えます　射水の人」　
　　　　毎週火曜日　午後４時45分〜
　　　　再放送毎週金曜日　午前７時45分〜
　○災害情報ボランティア　防災一口メモ
　　　　月曜日〜金曜日　午後５時から放送中

■テレビ広報いみず
【放送チャンネル】デジタル091ch、アナログ８ch
【放送時間】10：00〜、14：30〜（土日16：30〜）、

18：30〜、23：00〜
【今月のピックアップ】
　●こんにちは道路建設課です

（５月30日〜６月５日放送）
　●いみず元気にせんまい券

（６月６日〜６月12日放送）
　●市民協働のまちづくり

（６月13日〜６月19日放送）
■「地域スマイル27」＃３　海老江地区のみなさん
　６月27日（月）〜７月３日（日）
　①7：30〜②15：00〜（土・日は無し）③19：00〜

6
月 高齢者生きがい講座生徒募集

対象　市内在住の60歳以上の方 ※初心者の方も歓迎します。
講座名 期間・時間・講師 会場 回数 定員 材料費

陶芸教室
（２期コース）

７月11日（月）～９月29日（木）
午前９時30分～11時30分
講師　池上　美栄子　氏

小杉ふれあい
センター 全17回 30人 7,000円

　はがきに住所・氏名・年齢・電話番号を記入のうえ、６月30日（木）まで申
込みください。 申込・問合せ先　小杉ふれあいセンター　☎56−4080

❖
案
内
❖

ポルトガル語
困りごと・生活相談

日時　６月20日㈪　午後２時～午後５時　
場所　射水市役所小杉庁舎　１階　相談室
※偶数月第３月曜日のみ開催しています。
　次回は８月になりますので、ご注意ください。

CONSULTA SOBRE COTIDIANO  
(em portugues)

Data e hora: 20 de junho (segunda-
feira)  14:00 hs. às 17:00 hs.

Local: Prefeitura de Imizu Subprefeitura 
de Kosugi Sala de  consultas 1.
※Em 2011, o atendimento em 

português será a cada 2 meses (nos
meses pares) na segunda-feira da 

terceira semana do mês)  Obs: próximo 
atendimento será no mês de agosto.

適
切
な
受
診
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
～
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
～

子ども手当6月期の振込日

6月10日（金）
子ども手当は基本的に2月、6月、10月に

それぞれの前月分までの4か月分が振り込まれます。
（今回は2月分～5月分の手当が対象です。）

問合せ先　子ども課（新湊庁舎）
　　　　　☎82－1953

市
有
地
売
却（
一
般
競
争
入
札
）
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○
射
水
市
受
付
義
援
金

 

２
０
︐８
０
８
︐８
９
１
円

 

（
５
月
12
日
現
在
）

　

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社

か
ら
被
災
地
都
道
県
に
設
置
さ

れ
る
義
援
金
配
分
委
員
会
を
通

じ
、
被
災
者
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
26
日
現
在
で
富
山
県
で

は
18
億
６
千
万
円
、
全
国
で
は
、

１
︐５
７
２
億
円
の
義
援
金
が

寄
せ
ら
れ
、
こ
の
う
ち
第
一
次

配
分
と
し
て
、
６
０
４
億
円
が 

被
災
地
の
義
援
金
配
分
委
員
会

に
送
金
さ
れ
ま
し
た
。（
義
援

金
は
各
義
援
金
配
分
委
員
会
の

依
頼
で
、順
次
送
金
さ
れ
ま
す
。）

※
東
日
本
大
震
災
義
援
金
は
、

９
月
30
日
ま
で
各
庁
舎
募
金
箱

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

社
会
福
祉
課
（
新

湊
庁
舎
）
☎
82
―
１
９
５
１

　

人
権
擁
護
委
員
が
無
料
電
話

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
27
日
㈪

　
　
　
　
　

～
７
月
３
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日

は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
内
容　

い
じ
め
、
体
罰
、

不
登
校
、
親
か
ら
の
虐
待
、

な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々

な
問
題

相
談
受
付　

☎
０
１
２
０
―

０
０
７
―
１
１
０

問
合
せ
先　

富
山
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課　

☎
０
７
６
―

４
４
１
―
６
３
７
６

　

労
働
保
険
「
平
成
22
年
度
確

定
保
険
料
及
び
平
成
23
年
度
概

算
保
険
料
」
の
申
告
納
付
手
続

き
は
、
7
月
11
日
㈪
ま
で
で
す
。

　

保
険
料
申
告
書
等
を
作
成
の

上
、
保
険
料
を
添
え
、
お
早
め

に
申
告
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

富
山
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
室　

☎
０
７
６
―

４
３
２
―
２
７
１
４

　

相
続
・
遺
言
、
許
認
可
申
請
、

成
年
後
見
、
他
。

日
時

　

６
月
30
日
㈭　

午
後
２
時

　
　
　
　
　

～
午
後
４
時
30
分

　
　
（
６
月
の
み
、
第
５
木
曜
）

　

７
月
28
日
㈭　

午
後
２
時

　
　
　
　
　

～
午
後
４
時
30
分

※
毎
月
第
４
木
曜
日
、
午
後
２

時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

小
杉
社
会
福
祉
会
館

申
込
・
問
合
せ
先　

富
山
県
行

政
書
士
会
射
水
支
部

　

☎
56
―
４
５
７
３

　

日
赤
富
山
県
支
部
射
水
市
地

区
で
は
、
平
成
23
年
度
募
金
の

目
標
額
を
１
３
︐７
２
９
千
円

と
し
て
、
各
自
治
会
や
日
赤
奉

仕
団
の
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
募
金
は
、
富
山
県
支
部

を
通
し
て
、
国
際
活
動
や
国
内

災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
様
々

な
人
道
的
活
動
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
赤
十
字
活
動
の
一
環

と
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

役
立
つ
「
救
急
法
・
家
庭
看
護

法
・
水
上
安
全
法
・
幼
児
安
全

法
」
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

赤
十
字
の
活
動
や
募
金
の
問
合
せ
先

　

日
赤
富
山
県
支
部
射
水
市
地

区
（
射
水
市
社
会
福
祉
課
内
）

☎
82
―
１
９
５
１

日
時　

６
月
12
日
㈰
午
前
８
時

30
分　
新
湊
庁
舎
前
集
合

行
先　

高
瀬
遺
跡
公
園
（
高
瀬

神
社
）

参
加
料　

毎
回
５
０
０
円
（
ま

た
は
通
年
２
︐０
０
０
円
）

保
険
料
等

持
参
品　

昼
食
、
保
険
証
、
雨

具
等

※
雨
天
中
止
、
次
週
日
曜
開
催

問
合
せ
先　

新
湊
サ
イ
ク
リ
ン

グ
協
会　

☎
82
―
２
２
５
９

日
時　

６
月
12
日
㈰

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

会
場　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
だ
い

も
ん

問
合
せ
先　

㈳
射
水
青
年
会
議

所　

☎
84
―
３
５
０
０

　

７
月
24
日
に
は
ア
ナ
ロ
グ
放

送
が
終
了
し
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ご
加
入
の

方
は
、
ア
ナ
ロ
グ
契
約
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

い
ま
一
度
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
契
約
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
射
水
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
関
す
る
問
合
せ
先

　

射
水
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

　

☎
０
１
２
０
―
８
２
―
７
３
２
０

　

小
杉
庁
舎
内
支
社

　

☎
57
―
３
０
０
５

（
射
水
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
㈱
は
射
水
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
指
定
管
理
者
で
す
。）

　

土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人

な
ど
の
登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、

成
年
後
見
登
記
、
供
託
、
人
権

擁
護
、
相
続
な
ど
の
無
料
相
談

で
す
。

日
時　

6
月
23
日
㈭

　

午
後
5
時
30
分
～
午
後
8
時

　
（
最
終
受
付
は
7
時
30
分
）

会
場　

富
山
地
方
法
務
局
高
岡

支
局
（
高
岡
市
中
川
）

※
事
前
に
会
場
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
☎
22
―
２ 

３
２
７
）

問
合
せ
先　

富
山
地
方
法
務
局

総
務
課　

☎
０
７
６
―
４
４ 

１
―
０
５
５
０

各　種　相　談
行政・人権相談　●時 午後1時〜午後4時
　　6月1日（水）※行政相談のみ

　　6月8日（水）※人権相談のみ

　　7月6日（水）
　　　●場 小杉社会福祉会館
　　6月9日（木）、7月14日（木）
　　　●場 新湊交流会館
　　6月15日（水）、7月20日（水）
　　　●場 大門総合会館
　　6月28日（火）、7月26日（火）
　　　●場 大島社会福祉センター
　　6月6日（月）、7月4日（月）
　　　●場 下村保健センター ※人権相談のみ

いずれも　☎57-1624

心配ごと相談　●時 午後1時〜午後4時
　　毎週月曜日（祝日除く）
　　　●場 小杉社会福祉会館 ☎55-2813
　　毎週水曜日（祝日除く）
　　　●場 新湊交流会館　☎82-8450
　　6月8日（水）、22日（水）
　　7月13日（水）、27日（水）
　　　●場 大門総合会館　☎52-5190
　　6月28日（火）、7月26日（火）、　
　　　●場 大島社会福祉センター
 ☎52-5190
　　6月6日（月）、7月4日（月）、
　　　●場 下村保健センター ☎52-5190

無料法律相談
　　6月23日（木）、7月28日（木）
　　　●時 午後1時〜4時
　　　●場 小杉庁舎　☎57-1627
　　　　 要予約（相談日の2週間前〜）
　　6月10日（金）、7月8日（金）
　　　●時 午後1時〜午後3時30分
　　　●場 小杉社会福祉会館 ☎55-2813
　　　　 要予約（相談日の2週間前〜）
　　6月15日（水）、7月20日（水）
　　　●時 午後1時30分〜午後4時30分
　　　●場 新湊交流会館　要前日予約　☎82-8450

住宅相談　6月19日（日）、7月17日（日）、
　●場 新湊交流会館　☎82-4511
　●時 午前10時〜午後3時
　●場 太閤山ショッピングセンターパスコ　☎55-1298
　●時 午前10時〜午後4時

年金相談　☎82-1964
　　6月17日（金）、7月15日（金）
　　　●時 午前10時〜午後3時
　　　●場 新湊庁舎

成年後見制度相談　●時 午後2時〜午後4時
　　6月22日（水）、7月27日（水）
　　　●場 小杉庁舎相談室
　　　　 ☎82-1952（予約優先）

税理士の無料税務相談　☎25-6624
　　6月16日（木）、7月21日（木）
　　　●時 午後1時〜午後3時
　　　●場 高岡本丸会館
　　　　 要予約（相談日の1週間前〜）

消費生活相談　☎52-7974
　　月曜日から金曜日（祝日除く）
　　　●時 午前9時〜午後4時
　　　●場 大島庁舎

各　種　相　談
女性のこころと生き方相談　☎55-2238
　　6月13日（月）、27日（月）
　　7月11日（月）、25日（月）
　　　●時 午後2時〜午後4時
　　　●場 働く婦人の家

心理士による子育て相談
　　6月8日（水）、7月13日（水）
　　　●場 新湊子育て支援センター
 ☎82−8018
　　6月3日（金）、7月1日（金）
　　　●場 小杉北部子育て支援センター
 ☎55−5582
　　6月17日（金）、7月15日（金）
　　　●場 大門子育て支援センター
 ☎52−1303
　　6月17日（金）、7月15日（金）
　　　●場 下村子育て支援センター
 ☎59−8088

教育相談　☎82-1678
　　水・金曜日（祝日除く）
　　　●時 午後1時〜午後5時
　　　●場 教育センター

家庭児童・母子父子相談　☎82-1953
　　月〜金曜日（祝日除く）
　　　●時 午前9時〜午後5時
　　　●場 新湊庁舎

子どもの悩み総合相談　☎・FAX 57-0100
　　月曜日〜金曜日（祝日除く）
　　　●時 午前9時〜午後5時
　　　●場 小杉庁舎
　　　Eメール　kodomo-soudan@
 city.imizu.toyama.jp

精神科医・心理士による子ども相談
☎55-2799

　　●場 子どもの権利支援センター
 （来所相談のみ・要予約）
　　　 毎週水曜日（祝日除く）
　　　　●時 午後3時〜午後4時30分
　　　 第一水曜日（祝日除く）
　　　　●時 午後2時〜午後５時

生活・就労相談　☎82-1955
　　6月8日（水）、15日（水）
　　7月13日（水）、20日（水）
　　　●時 午後1時30分〜午後4時30分
　　　●場 新湊庁舎

交通事故相談　☎076-444-4400
　　6月3日（金）、17日（金）
　　7月1日（金）、15日（金）
　　　●時 午後1時〜午後3時
　　　●場 富山中央警察署分舎

犯罪・事故など被害に関する相談
　月〜金曜日 ☎076-413-7830
　　　●場 富山被害者支援者センター
　　　●時 午前10時〜午後4時

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま

で
あ
と
１
か
月
で
す
！！

平
成
23
年
度
労
働
保
険

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

第
７
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

射
水
場
所

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
」
強
化

週
間
の
お
知
ら
せ

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

暮
ら
し
の
中
の
な
ん
で

も
相
談
所

赤
十
字
募
金
の
お
願
い

さ
わ
や
か
サ
イ
ク
リ
ン
グ

❖
イ
ベ
ン
ト
❖

情報公開・個人情報保護制度の実施状況
　平成22年度（４月～３月）の市の情報公開・個人情報
保護制度の実施状況をお知らせします。

○ 公文書の開示請求等の状況（射水市情報公開条例による請求）
区　分 開示 部分開示 不開示 不開示のうち、行政情報不存在

請求 49件 30件 ６件 13件 11件

○ 個人情報の請求等の状況（射水市個人情報保護条例による請求）
区　分 閲　覧 写しの交付 訂正・追加・削除 利用停止

請　求 ８件 １件 ７件 ０件 ０件

○ 実施機関（請求先）内訳
実施機関 公文書の開示請求 個人情報の開示請求等

市 長 部 局 33件 ８件
市 議 会 ３件 ０件
教育委員会 13件 ０件

選挙管理委員会、監査委員、公平委員会、農業委員会、固定資産評価
審査委員会、消防長については請求がありませんでした。

○ 不服申立ての状況　０件

問合せ先　総務課（小杉庁舎）☎57−1627

平成22
年度

東
日
本
大
震
災
義
援
金

今月の納税

市・県民税第１期
6月30日

納税は口座振替が便利です。
納税課（大島庁舎）☎52−7962　または
最寄の金融機関にお問い合わせください。
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消費生活 ～震災に便乗した詐欺・商法に注意！～第24回

Hospital

射水市民病院 TEL 82-8100
http://www.city.imizu.toyama.jp/hospital/

市民病院ホームページもご覧ください

　ＣＶポート（埋込型中心静
脈カテーテル）とは、薬剤を
注入するためのタンクと針を
刺す部分をもつポート、それ
と静脈内に留置するカテーテ
ルで構成されている医療用機
器です。長期間薬剤を注入す
る必要がある場合に、静脈内

に挿入したカテーテルと、それに接続したポートを
皮膚の下に埋め込んで用いられています。皮下に埋
め込むため、針を抜いてしまえば入浴もできます。
　近年、がん化学療法の有用性が認識されるととも

に、吐き気止めなど副作用に対する薬剤開発も進ん
でおり、がん治療では、抗がん剤が大きな割合を占
めるようになっています。抗がん剤治療のほとんど
は点滴が必須となりますが、ＣＶポートは皮下の
ポートを刺すだけでよく、血管を探して何度も針を
刺すといったことがなくなります。
　また、口から物を食べることができなくなった方
で、胃切除術を受けている場合など、胃ろうが作れ
ないことがあります。そのようなときの栄養投与の
選択肢としてもＣＶポートを使用できます。
　ＣＶポートのことでお知りになりたいことがあれ
ば、当院までご相談ください。

何度も針を刺さずに済むＣＶポートとは

射水市の工事等発注状況
（契約金額が1千万円以上のもの）

問合せ先　管財課（小杉庁舎）☎57―1631

❖ 糖尿病教室のお知らせ ❖ ❖ 心臓病教室に参加しませんか ❖
時　　　　間　午後１時30分～午後３時              
場　　　　所　２階大会議室
持参するもの　筆記用具、食品交換表（当病院売店
で取り扱っています）、紫色のファイル（教育入院
等で持っておられる方）、電卓（６月10日・24日の
み）

外科医師

平野　勝久

※糖尿病で治療を受けている方、糖尿病の患者さん
を家族にお持ちの方など、糖尿病に関心のある方、
ぜひご参加ください。

　心臓病の患者さんや心臓に不安を感じている方に、
安心して活動的な日常生活をおくっていただくため
に、ハート・サポート・チーム（ＨＳＴ）が応援し
ます。ＨＳＴは当院の医師、看護師、薬剤師、心臓
リハビリ技師、栄養士から構成され、食事療法、運
動療法、服薬など、皆さんにわかりやすくご説明し
ます。気軽にご参加ください。
時　　間　午後２時～３時30分
場　　所　診療棟２階大会議室

問合せ先　地域医療室（☎82―8136） 年 金 だ よ り
　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間

や
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
わ
せ
た
期
間
が
、

原
則
と
し
て
25
年
以
上
あ
る
と
65
歳
か
ら
受
給

で
き
ま
す
。

　

年
金
額
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間

（
４
８
０
月
）
す
べ
て
保
険
料
を
納
め
て
い
る

場
合
に
、
満
額
の
７
８
８
︐９
０
０
円
（
平
成

23
年
度
）
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
や
保

険
料
免
除
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
期
間
に

応
じ
て
減
額
さ
れ
た
年
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
原
則
と

し
て
65
歳
で
す
が
、
65
歳
前
に
繰
上
げ
て
減
額

さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
月

０
・
５
％
減
額
）。
た
だ
し
、
支
給
を
繰
上
げ
た

場
合
、
生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
、

障
害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
な
く
な
る
こ
と
な

ど
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
66
歳
以
降
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

は
じ
め
る
繰
下
げ
の
場
合
は
、
年
金
額
が
増
額

さ
れ
ま
す
（
月
０
・
７
％
増
額
）。

★
す
べ
て
の
年
金
は
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
本

人
の
請
求
が
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
期
間
の
み
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
市
役
所
窓
口

②
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
期
間
の
あ
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
高
岡
年
金
事
務
所

③
２
つ
以
上
の
制
度
に
加
入
し
て
い
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
高
岡
年
金
事
務
所

　

請
求
は
誕
生
日
の
前
日
か
ら
で
き
ま
す
。
②

③
の
方
は
手
続
き
前
に
、
必
要
な
書
類
を
高
岡

年
金
事
務
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
は
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
で
す
が
、
60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
（
25
年
）
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
や
、
納
付
済
期
間
が
40
年
よ
り
少
な
い

た
め
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
受
給
で
き
な
い
場

合
で
あ
っ
て
、
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入

し
て
い
な
い
場
合
は
、
60
歳
以
降
で
も
申
出
に

よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
任
意
加

入
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
出
の
場
合
、
月
々
の
保
険
料
を
確
実

か
つ
円
滑
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
原
則
、

口
座
振
替
を
お
申
込
み
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
次
の
場
合
に
は
、
現
金
で
納
付
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

①
預
金
口
座
が
な
い
場
合

②
資
格
を
喪
失
す
る
ま
で
の
期
間
の
保
険
料
を

前
納
す
る
場
合
（
加
入
す
る
年
度
内
に
納
付

月
数
が
40
年
を
迎
え
て
任
意
加
入
期
間
が
終

了
す
る
方
な
ど
）

③
そ
の
他
①
、
②
に
準
ず
る
事
由
で
口
座
振
替

が
で
き
な
い
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合

手
続
先

　

各
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

市
民
・
保
険
課
（
大
島
庁
舎
）

問
合
せ
先

　

市
民
・
保
険
課（
大
島
庁
舎
）
☎
52
―
７
９
６
５

　

高
岡
年
金
事
務
所　
　
　

☎
21
―
０
０
５
７

■
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
・
繰
下
げ

■
老
齢
基
礎
年
金

■
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

入札による契約（平成23年4月契約分）
物件名 施行場所 契約業者名称 契約金額（税込）

工事

手崎地内鉛製給水管更新工事 射水市手崎 ㈱北野テック 14,721,000
手崎地内鉛製給水管更新（その３）工事 射水市手崎 ㈱伸和設備工業 12,915,000
港町地内鉛製給水管更新工事 射水市港町 ㈱三浦工業 12,978,000
作道地内鉛製給水管更新工事 射水市作道 丸芳工業㈱ 15,120,000
堀岡新明神地内鉛製給水管更新工事 射水市堀岡新明神 ㈱ばんどー工業 18,228,000
中新湊地内鉛製給水管更新工事 射水市中新湊 ㈲小杉設備工業 19,409,250
二の丸町地内外鉛製給水管更新工事 射水市二の丸町外 ㈲野手配管 18,795,000
草岡町二丁目地内外配水管布設替及び鉛製給水管更新工事 射水市草岡町二丁目外 ㈱織田 21,714,000
市道黒河542号線道路改良工事 射水市黒河五区 ㈱大成 10,479,000
市道本江１号線道路改良工事 射水市本江針山 高木組 12,285,000
市井地内不断水型挿入弁設置工事 射水市市井 ㈱関原配管 24,675,000

委託 射水市立作道小学校耐震補強及び大規模改造工事実施設計業務委託 射水市作道 ㈱鈴木一級建築士事務所 21,000,000

月　　日 内　　　　容 担　　当

６月10日（金）
フットケア 糖尿病療養指導士
食事療法と単位配分 栄養士

６月17日（金）
糖尿病と合併症 堀　内科部長
家庭でできる運動療法 保健師

６月24日（金）
糖尿病とは 堀　内科部長
油脂（表５）と外食 栄養士

７月１日（金）
糖尿病とくすり 薬剤師
糖尿病とは 堀　内科部長

開催日 開催内容 担　当

６月９日（木）心 臓 リ ハ ビ リ テ ー
ションとは？

心臓リハビリ
テーション

指導士

６月23日（木）心臓にやさしい食事
～脂質について～ 栄養士

　

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
便
乗
し
て
、
被
災
者
を
支
援
し

た
い
と
い
う
善
意
や
不
安
な
気
持
ち
に
つ
け
込
む
、
悪
質
商
法
や
詐
欺

が
疑
わ
れ
る
事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

◆
相
談
事
例

①
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
で
、
公
的
な
機
関
や
団
体
（
市
役
所
や
日
本
赤

十
字
社
、
○
○
募
金
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
）
を
名
乗
り
、
義
援
金

の
振
込
を
依
頼
。

②
「
貴
金
属
を
買
い
取
り
た
い
」
と
電
話
が
あ
り
、
断
っ
て
も
「
貴
金

属
の
売
却
代
金
を
震
災
復
興
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
し
た
い
」
と
し

つ
こ
く
勧
誘
。

③
売
り
上
げ
の
一
部
を
義
援
金
に
す
る
な
ど
と
い
い
、
リ
ン
ゴ
、
カ
ニ

な
ど
の
生
産
品
を
売
り
つ
け
る
。

④
地
震
に
対
す
る
不
安
を
あ
お
り
、
耐
震
診
断
や
工
事
、
電
力
問
題
に

関
連
づ
け
高
額
な
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
発
電
シ
ス
テ
ム
の
購

入
を
勧
誘
。

◆
対
策
と
し
て

①
公
的
機
関
が
個
別
に
義
援
金
を
集
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
募
金

を
依
頼
し
て
く
る
団
体
の
活
動
状
況
な
ど
を
よ
く
確
認
し
、
納
得
し

た
上
で
行
動
を
。

②
「
訪
問
買
取
」
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
難
し
く
、
ま
た
買
取
価

格
が
妥
当
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
後
で
返
品
を
申
し
出
て
も
、

取
り
戻
せ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
即
断
は
禁
物
。

③
訪
問
・
電
話
勧
誘
販
売
で
は
、
購
入
し
た
状
況
に
よ
っ
て
、
生
鮮
食

品
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

④
高
額
な
契
約
な
の
で
、
あ
わ
て
て
契
約
し
な
い
。
他
社
と
比
較
見
積

検
討
し
て
か
ら
判
断
を
。

　

事
例
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
便
乗
商
法
が
こ
れ
か
ら
も
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

不
審
に
感
じ
た
場
合
は
、
ぜ
ひ
、
相
談
窓
口
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

●
射
水
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
大
島
庁
舎
生
活
安
全
課
内
）

　

月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

☎
52
―
７
９
７
４

●
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
高
岡
支
所

　
（
高
岡
市
本
丸
町
７
番
１
号
）　

月
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

☎
25
―
２
７
７
７

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
―
０
６
４
―
３
７
０

知
っ
て
お
こ
う
！
60
歳
を
む
か
え
る
と
き
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新湊博物館　� ☎83－0800

大島絵本館　� ☎52－6780

太閤山ランド　� ☎56－6116

海王丸パーク　� ☎82－5181

企画展「土偶ってなに!？～縄文人一万年の祈り～」
6月10日（金）～8月7日（日）
　土偶は、人間を模したり、精霊や地母神を表現した
と考えられる土製品です。「祈りの造形」とも言われ、
日本では縄文時代に作られました。本
企画展では、大英博物館「土偶展」で
注目を浴びた国宝《縄文のビーナス》
と重要文化財《仮面の女神》（いずれも
複製）に、富山・石川県内出土品を合
わせた約120点を一堂に展示します。
記念講演会 ※参加無料、事前申込不要

講師：藤田富士夫　氏
　　　敬和学園大学人文社会科学研究所客員研究員
　　　前富山市埋蔵文化財センター所長
演題：「縄文土偶のメッセージ」
日時：６月26日（日）午後２時
会場：新湊農村環境改善センター（当館北隣）

「おおしま国際手づくり絵本
 コンクール2011参加作品展」
　応募絵本をすべて展示します。期間中はお好きな絵
本に投票できます。

「長谷川義史　絵本ライブ」
出演：長谷川義史　特別ゲスト：室井　滋
料金：大人　1,500円　小中高生　600円（入館料含む）
　絵本の読み聞かせや制作秘話だけでなくウクレレ演奏や歌も
聞けるとっておきの時間です。終了後にはサイン会もあります。

◆2011あじさい祭りin太閤山ランド
日時　6月18日（土）～6月26日（日）9：00～16：30
　射水市の花アジサイが主
役の“2011あじさい祭りin
太閤山ランド”では、あじさ
い通り500ｍの両側に約50
種2万株のあじさいが咲き誇
ります。また、西洋あじさい
が約20種、あじさい通り奥には和品種約25種植えられ、
幻のあじさいと言われる「七段花」や柏の葉に似た大き
な葉をつるカシワバアジサイなど珍しい種類もあります。

●帆船海王丸展示リニューアル
　海王丸や船のことをより理解できる
よう、展示のリニューアルを行いまし
た。楽しく船乗りの仕事を体験してみ
ませんか。
＜内容＞　①見張り体験
　　　　　②伝声管体験
　　　　　③マスト頂上体験（３D）
　　　　　④マスト模型体験

●総帆展帆④
6月26日（日）
　29枚ある全ての帆をひ
ろげ、「海の貴婦人」と呼
ばれた姿を再現します。
※荒天時中止（当日午前8時決定）

各種イベントは開催期間中の土・日曜日に開催
18日～19日　琴コンサート、飲食ブース
　　　　19日　自然観察会、フリーマーケット
25日～26日　あじさい茶会、飲食ブース
18日～26日　押し花作品展

6月の休館日　6〜9日、14日、21日、28日

6月の休館日　6日、13日、20日、27日、30日

6月の休園日　7日、14日、28日

6月の定休日　6日、13日、20日、27日

陶房「匠の里」 http://www.imizubunka.or.jp/tougei/index.html　☎54－1201
6月の休館日　7日、14日、21日、28日

◆6月の郷土陶芸作家展
越中瀬戸千寿窯　　吉野　香岳 展
 ５月26日〜６月５日
阿古屋野窯　　　　寺田　雄山 展
 ６月10日〜６月20日
三助焼　　　　　　谷口　三明 展
 ６月25日〜７月６日

●帆をひろげる時間
　10:00～11:30
●帆をたたむ時間
　14:00～15:30
※全ての帆が開いている時間
　11:30～14:00

射水の公園ウォッチ！
 薬勝寺池公園

　約500年前にかんがい用に作られた池の
周辺を整備した公園で、大きさは東京ドー
ム約4個分の19.6haの広さがあります。
　とやま森林浴の森にも指定され、多くの
市民がウォーキングやフナ釣りなどを楽し
んでいます。
　園内にある約330本のソメイヨシノは、
とやまさくらの名所に選ばれており、花見
の時期には、市民をはじめ、多くの来場者
が訪れています。

問合せ先　都市計画課（大門庁舎）☎52-7390

☆概要☆　昭和５４年度開設、面積：１９.６ha
【主な施設】　散策路、遊具広場、芝生広場、
　　　　　　　水辺の広場、トイレ、駐車場

Vol. 2

高周波文化ホール（新湊中央文化会館） 6月の休館日　20日
http://www.imizubunka.or.jp//chubun/index.html　☎82－8400

◆射水市観光協会主催 立川志の輔独演会
7月16日（土）
午後５時30分開場　午後６時開演
入場料：全席指定　3,000円

◆
富山県公立文化ホール活性化事業

　クラシック音楽の宝石箱
　～身近で気軽なクラシック音楽会～

7月8日（金）　射水市民病院ロビー
　　　　　　　午後６時30分開演　入場無料
7月9日（土）　陶房「匠の里」
　　　　　　　午後１時開演　入場無料

残りわずか！7月9日（土）発売開始！

◆工藤重典フルートリサイタル
　～TOYAMAフルートアンサンブル共演～

6月17日（金）
午後６時30分開場　午後７時開演
入場料：全席自由
　　　　一　　　般　3,000円
　　　　高校生以下　2,000円
　　　　　（当日各500円高）

　NHK教育テレビフルート講座の講師
を務め、ソリストとしても活躍する世
界的フルート奏者、
工藤重典によるフ
ルートリサイタル。
今回はTOYAMAフ
ルートアンサンブ
ルとの共演、ピア
ノに成田有花を迎
えての公演です。

◆SHANTIライブ　～LOVE MATTERS～
7月15日（金）
午後６時30分開場　午後７時開演
入場料：全席自由　3,000円（当日500円高）

　現在、最も注目を集めるヴォーカリスト
のひとり。透明感あふれるハイトーンから、
ソウルフルな表現まで、その歌声は一瞬に
して空気を変え、包んでくれます。心が
ほっとする魔法の声をお楽しみください。

シャンティ ラブ マターズ

◆海援隊　トーク＆ライブ2011

8月21日（日）
午後２時30分開場　午後３時開演
入場料：全席指定　5,000円

　今年結成40周年を迎える海援隊のトーク＆ライブ。「贈る言
葉」「母に捧げるバラード」など懐かしいヒット曲の数々と、時
に笑わせ、時に泣かせる絶妙なトークで贈る心温まるコンサー
トです。

好評発売中！
好評発売中！

アイザック小杉文化ホール　ラポール 6月の休館日　7日、14日、21日、28日
http://www.imizubunka-rapport.jp/index.html　☎56－1515

※選択された会員は口数招待します。

※選択された会員は口数招待します。

※選択された会員は口数招待します。

◆鬼にんぎょう作り陶芸教室
色はピンク、水色、黄色、緑、白の
５色の粘土から２色選択できます。
実施日：６月17日（金）または18日（土）
時　間：午前９時半〜正午（17日）
　　　　午後１時半〜午後４時（18日）
受講料：1,500円　　定　員：各10名
申込方法：電話にて☎54－1201

6月9日（木）～
6月26日（日）

7月9日（土）14：00
� 開演　

国宝《縄文のビーナス》 
長野県・棚畑遺跡出土
尖石縄文考古館蔵

射水市文化ホール友の会会員 ホ ー ル メ イ ト 会 員募集中！！

6月5日（日）発売開始！

◆ゆかり・ミエ・まり
　3人娘メモリアルコンサート2011

6月4日（土）
午後２時30分開場　午後３時開演
入場料：全席指定　6,000円（当日500円高）

「長谷川義史　絵本原画展」
6月1日（水）～7月28日（木）まで
『いいからいいから④』（絵本館）
『大阪うまいもんのうた』（佼成出版社）
『しげちゃん』（金の星社）
の絵本の原画を展示します。

金の星社

◆森山直太朗コンサートツアー2011
　『乗り遅れた電車を見送るペンギンよ』

9月10日（土）
午後６時開場　午後６時30分開演
入場料：全席指定　6,000円
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平日は午後６時半まで
☎57－4646

Vol .67

い
み
ず
の
人
　な
か
ま

マグノリアの丘からマグノリアの丘から

　

今
回
の
い
み
ず
の
人

な
か
ま
は
、
Ｆ
Ｍ
い
み

ず
の
市
内
の
旬
な
人
や

場
所
を
紹
介
す
る
番

組
「
伝
え
ま
す　

射
水

の
人
」
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ　

神
田
志
づ
香
さ

ん
と
上
野
み
ゆ
き
さ
ん

で
す
。

　
「
伝
え
ま
す 

射
水
の

人
」
は
、
平
成
21
年
7

月
か
ら
市
が
国
の
緊
急

雇
用
対
策
事
業
を
受

け
、
Ｆ
Ｍ
い
み
ず
で
放

送
し
て
い
る
15
分
番
組

で
、
神
田
さ
ん
と
上
野
さ
ん
は
今
年
の
4
月
に
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

毎
週
の
番
組
の
企
画
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
進
行
・
編
成

を
手
際
良
く
こ
な
す
2
人
は
、
と
て
も
初
め
て
の
経
験
と

は
思
え
ま
せ
ん
。
「
普
段
初
対
面
の
人
と
の
会
話
で
さ
え

緊
張
す
る
の
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
な
お
さ
ら
で
す
。

受
け
答
え
す
る
の
が
こ
ん
な
に
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
（
上
野
）
」
、
「
取
材
対
象
の
人
を
探
し
だ

し
、
今
ま
で
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
と
毎
回
お
話
が
で
き

神
田
　
志
づ
香
さ
ん

上
野
　
み
ゆ
き
さ
ん

て
、
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま

す
。
（
神
田
）
」
と
、
ラ
ジ

オ
番
組
制
作
を
通
し
て
感
じ

て
い
ま
す
。

　

「
自
分
の
声
を
暗
く
感
じ

る
時
が
あ
っ
た
の
で
、
声
で

し
か
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

ス
タ
ジ
オ
で
は
楽
し
そ
う
な

話
題
は
笑
顔
で
、
真
剣
な
話

題
は
真
剣
な
表
情
で
、
声
か

ら
表
情
が
伝
わ
る
よ
う
に
放

送
し
た
い
で
す
ね
。
（
神

田
）
」
、
「
射
水
市
で
が
ん

ば
っ
て
い
る
人
、
輝
い
て
い

る
人
を
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
た

い
で
す
。
ぜ
ひ
番
組
に
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
素
敵
な
場
所
や
魅
力
の
あ
る
人
に

会
い
、
伝
え
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。
（
上
野
）」

と
今
後
の
番
組
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
秘
書
広
報
課
　
☎
57
―
１
６
２
１

【
一
般
図
書
】

親
鸞 

津
本　
　

陽

老
い
も
孤
独
も
踏
み
越
え
て

 

吉
永
み
ち
子

大
学
の
下
流
化 

竹
内　
　

洋

新
版　

原
発
の
ど
こ
が
危
険
か

 

桜
井　
　

淳

よ
み
が
え
れ
！
老
朽
家
屋

 

井
形　

慶
子

山
田
式
１
円
満
室
術 

山
田　

里
志

全
国
鉄
道
旅
行
絵
図 

今
尾　

恵
介

夫
婦
の
轍 

宮
川　

花
子

「
質
問
力
」
の
教
科
書

 

御
厨　
　

貴

グ
ロ
ウ
ブ
号
の
冒
険 

井
上
ひ
さ
し

さ
ら
ば
銀
行
の
光 

江
上　
　

剛

ナ
ニ
ワ
・
モ
ン
ス
タ
ー

 

海
堂　
　

尊

天
魔
ゆ
く
空 

真
保　

裕
一

蒼
い
猟
犬 

堂
場　

瞬
一

先
生
の
隠
し
ご
と 

仁
木　

英
之

心
は
あ
な
た
の
も
と
に

 

村
上　
　

龍

ロ
マ
ン
ス 

柳　
　

広
司

た
ま
ゆ
ら
に 

山
本　

一
力

【
郷
土
資
料
】

ふ
る
さ
と
再
発
見　
旧
北
陸
道
小
杉

宿
を
行
く

 

戸
破
・
三
ヶ
地
域
振
興
会

い
の
ち
の
旅 

青
木　

新
門

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

新
着
図
書
案
内

〜
近
く
の
図
書
館
に

 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
〜

６月の図書館カレンダー

　　　全館休館日
開館時間　平　日　9：30〜18：30
　　　　　土日祝　9：30〜17：00

中
央
図
書
館
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
事

蘢	

小
杉
写
遊
会
写
真
展

期
間
　
６
月
８
日
㈬
〜
23
日
㈭

蘚	

ば
ら
展

期
間
　
６
月
４
日
㈯
〜
５
日
㈰

蘚	

ば
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

６
月
４
日
㈯

 

午
後
５
時
15
分
〜
６
時
30
分

出
演　

　

絵
本
コ
ロ
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

合
唱
団
の
み
な
さ
ん

＊
会
場
は
い
ず
れ
も
中
央
図
書
館

蘚	

講
演
会【
中
央
図
書
館
開
館
10
周
年
】

演
題　
「
よ
む
ぞ
う
く
ん
の
図
書

館
は
、
い
か
に
生
ま
れ
育
っ

て
き
た
か
」

講
師　

坂
田　

泉　
氏
（
建
築
家
）

日
時　

６
月
25
日
㈯

 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場　

中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

＊
こ
の
講
演
会
は
、
３
月
12
日
に
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
震
災
の
影

響
で
延
期
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

放
送
局
　
Ｆ
Ｍ
い
み
ず
79
・
３
Ｍ
Ｈ
Ｚ

　
　
　
　
毎
週
火
曜
日
　
午
後
4
時
45
分
～
午
後
5
時

再
放
送
　
金
曜
日
　
午
前
7
時
45
分
～
午
前
8
時

取
材
情
報
は
　
秘
書
広
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
伝
え
ま
す
　
射
水
の
人
」

神田志づ香さん

【趣味】カラオケ
【休日の過ごし方】
友達と遊ぶ

上野みゆきさん

【趣味】読書
【休日の過ごし方】
子どものサッカー

神田志づ香さん 上野みゆきさん

薄
暗
い
湿
っ
た
土
地
に
自
生
す
る

の
が
ゼ
ン
マ
イ
で
、
日
当
た
り
の

よ
い
山
野
を
好
む
の
が
ワ
ラ
ビ
。

野
歩
き
し
て
の
実
感
だ
。
山
菜
採

り
の
熟
練
に
確
か
め
た
ら
「
（
日

の
弱
い
）
北
向
き
の
土
地
で
育
つ

の
が
ゼ
ン
マ
イ
。
日
差
し
を
浴
び

て
伸
び
る
の
が
ワ
ラ
ビ
」
と
太
鼓

判
◆
ゼ
ン
マ
イ
や
ワ
ラ
ビ
。
芽

を
出
す
の
が
今
春
は
一
カ
月
遅

れ
た
。
タ
ケ
ノ
コ
も
遅
か
っ
た
。

ウ
グ
イ
ス
の
世
界
に
も
異
変
が

起
き
て
い
る
。
春
先
か
ら
ず
っ

と
声
が
聞
け
な
い
。
い
つ
も
な
ら
南
郷
丘
陵

の
若
葉
の
中
に
妙
音
が
響
き
わ
た
っ
て
い
る

の
に
◆
そ
の
代
わ
り
、
五
月
十
日
庭
先
で
生

ま
れ
て
初
め
て
オ
オ
ル
リ
を
見
た
。
子
ど
も

の
こ
ろ
読
ん
だ
童
話
『
青
い
鳥
』
の
チ
ル
チ

ル
と
ミ
チ
ル
が
探
し
た
の
は
こ
ん
な
鳥
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
見
か
け
た
オ
オ
ル
リ
は
背

中
が
紫
が
か
っ
た
濃
い
青
。
新
緑
に
輝
く
上

品
さ
は
わ
が
心
を
と
り
こ
に
し
た
◆
二
、
三

分
で
ど
こ
か
へ
去
っ
た
。
中
国
東
部
や
本
州
以

北
で
繁
殖
す
る
渡
り
鳥
と
い
う
。
ど
ん
な
ル
ー

ト
を
た
ど
っ
て
き
た
か
。
東
北
の
被
災
地
は
、

避
難
者
数
が
ま
だ
十
万
人
を
超
え
る
。
福
島
で

は
原
発
事
故
で
計
画
的
避
難
区
域
と
な
っ
た
五

市
町
村
で
、
住
民
の
移
住
が
始
ま
っ
た
◆「
生

ま
れ
た
家
に
も
う
帰
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
」。

や
り
き
れ
な
さ
を
抱
き
な
が
ら
生
き
る
日
々
。

苦
悩
の
前
に
立
ち
尽
く
す
人
た
ち
の
あ
て
の

な
い
旅
は
い
つ
ま
で
続
く
。

QQ &A
▪
い
た
だ
い
た
ご
意
見
へ
の
回
答
は
、
入
力
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
も
し
く
は
郵
送
で
２
週
間
程
度
で
返
信
し
ま
す
。

▪
項
目
に
一
部
で
も
記
入
の
な
い
場
合
は
、
今
後
の
施
策
へ
の
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
回
答
い
た
し
ま
せ
ん
。

▪
個
人
や
団
体
を
誹
謗
中
傷
す
る
も
の
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
に
当
た
る
内
容
の
も
の
等
、市
と
し
て
回
答
す
る
こ
と
が
適
当
で

な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
回
答
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

秘
書
広
報
課
（
小
杉
庁
舎
）　

☎
57

−

１
６
２
１

市
長
へ
の
手
紙
・
市
へ
の
メ
ー
ル

な
ぜ
、
市
立
保
育
園
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

異
年
齢
保
育
に
し
た
の
で
す
か
。

　

市
立
保
育
園
の
３
歳
以
上
児
の
保
育
形
態
は
、

平
成
21
年
度
ま
で
は
、
異
年
齢
の
子
ど
も
で
ク
ラ

ス
を
編
成
し
保
育
す
る
『
異
年
齢
保
育
』
と
同
年
齢

の
子
ど
も
で
ク
ラ
ス
を
編
成
し
保
育
す
る
『
年
齢
別
保
育
』

を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
優
れ
た
点
を
取
り
入
れ
て
い

ま
し
た
。

　

市
の
統
一
の
方
向
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
層
の
子
と

か
か
わ
る
こ
と
で
、
年
上
児
を
尊
い
年
下
児
を
い
た
わ
る
心

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
異
年
齢
保
育
が
、
園
児
に
と
っ
て
よ

り
好
ま
し
い
形
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

の
説
明
の
後
、
園
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
試
行
し
、
今
年
度
か

ら
本
格
的
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

な
お
、保
育
士
数
に
お
い
て
は
国
の
基
準
で
の
配
置
数
の

為
、異
年
齢
保
育
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
減
る
事
は
な
く
、

ま
た
、一
日
の
中
で
年
齢
別
の
時
間
も
あ
る
こ
と
か
ら
、園
児

の
発
達
に
も
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を

お
伺
い
し
な
が
ら
、
一
層
の
保
育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

A

＊市内在住の方にコラムを連載していただいています。

ご
提
案
・
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

日　時
6月29日（水）
午前10時〜
テーマ
人事、財政、防災等
場　所
小杉庁舎市長室
定　員
3人（先着順）
6月10日（金）から
受け付けます。

　市政の様々な
分野から、134
の講座を用意し
ました。講座メ
ニューは、各庁舎行政センター、
図書館、コミュニティセンター
等に置いてある紫色のパンフ
レットあるいはホームページを
ご覧ください。

対　象　市内在住・在学・在勤の
概ね10人以上で構成する団体
申込方法　申込書を講座実施希
望日の20日前までに郵送・FAX・
メールで秘書広報課へ提出して
ください。

日　程　6月25日（土）
　　　　午前9時20分
　　　　小杉庁舎集合
テーマ　射水の古い街並みを歩く
定　員　20人
料　金　実費（入館料等300円程度）
※昼食は新湊漁港周辺で各自
主なコース（解散は16時20分予定）
竹内源造記念館　縄文パズル体験
周辺地域散策　　新湊漁港（昼セリ、昼食）
内川沿い散策　　新湊博物館土偶展
募集期間　6月10日（金）〜6月20日（月）
応募多数の場合は、抽選となります。
（15人に満たない場合は中止となります。）
※徒歩が多いので歩きやすい服装や靴で
　ご参加ください。

申込・問合せ先　秘書広報課（小杉庁舎）☎57-1621

平成23年度

第1回
市政バス

ようこそ
市長室
　　へ

広報・広聴事業
平成23年度

市政出前
講　座



再生紙を使用
しています。

広

報

広
報
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豊かな自然　あふれる笑顔　みんなで創る　きららか射水 2011

No.68
6

企業広告

＜企業広告募集＞　問合せ先　秘書広報課（小杉庁舎）☎57－1621 広告代理店　㈱協和総商　☎21－0319

IMIZU

射水市ホームページ

メール

http://www.city.imizu.toyama.jp/
info@city.imizu.lg.jp

　緊急情報・観光情報・メール配信サービスなど広報紙だけではお届
けできない情報がもりだくさん。
　射水市ケーブルテレビデジタルチャンネルとデータ放送で連携して
います。

射
水
市
代
表
電
話
　
☎
0
7
6
6–

5
7–

1
3
0
0

●
平
成
23
年
6
月
号
（
6
月
1
日
発
行
）

●
編
集
・
発
行
　
富
山
県
射
水
市
秘
書
広
報
課

〒
9
3
9–

0
3
9
3
　
富
山
県
射
水
市
戸
破
1
5
1
1
番
地

薊
0
7
6
6–

5
7–

1
6
2
1
　
蕭
0
7
6
6–

5
6–

1
5
2
4

編集後記
　校了間際にうれしいしらせが届きました。
　平成 23 年度全国広報コンクールホームページ部門で射水市
ホームページが入選しました。ホームページ全体のボリューム
とイミズムズムズコーナーの充実などが評価されました。ホー
ムページにはたくさんのご意見、ご指摘を頂いておりますが、
新市誕生からの継続した取り組みが評価されたものと思います。
これからも、よりわかりやすいホームページづくりに取り組ん
でいきます。（あ）

第43回小杉まつり「小杉みこし祭り2011」

射水の夏まつり参加団体募集

バンド演奏やダンス等の披露、よさこい、のじた踊り、納涼夜店

「みんなでつくる、ふれあう、燃える夏の熱い祭典」

「がんばろう日本 !!“夢と希望”」
　夢と希望あふれる未来を象徴したもの、環境や自然にちなんだ
ものなど、参加団体の皆さんの独創性あふれるみこしを創作して
ください。各賞も盛りだくさんです。

立町公園・川の駅周辺

射水市役所小杉庁舎周辺

6月17日（金）

6月17日（金）

参加者募集

総合テーマ

制作テーマ

場 所

場 所

申込期限

申込期限

申 込 先

申 込 先

日 時

日 時

7月30日（土）16:00〜21:00

8月7日（日）14:00〜20:20

新湊まつり実行委員会（新湊庁舎　観光・ブランド課内）
☎82−1958

小杉まつり実行委員会
（新湊庁舎　観光・ブランド課内）
☎82−1958

第47回富山新港新湊まつり
　新湊まつりは市民参加の夏まつりです。多くの
参加でまつりを盛り上げましょう！

サッカーJ2
カターレ富山を応援しよう
サッカーJ2
カターレ富山を応援しよう
サッカーJ2
カターレ富山を応援しよう

往復はがきの申込みで無料応援観戦ができる
7月23日（土）カターレ富山 市町村サンクスデー

「射水市の日」
　応援観戦申込の返信はがきを持参すると、
射水市民は無料応援観戦ができます。また、
新湊庁舎と小杉庁舎発着の無料送迎バスも運
行します。（バス乗車は抽選で150名）　
開催日　７月23日（土）開　　　場　午後４時
　　　　　　　　　　　キックオフ　午後６時
会　場　県総合運動公園陸上競技場
対戦相手　水戸ホーリーホック（茨城県）
申込み　往復はがきに必要事項を記入し７月

５日（火）（必着）まで郵送
記入事項
【往信表】
〒939−0292　射水市加茂中部893番地　
文化・スポーツ課「カターレ富山応援観戦」係
【往信裏】①申込者全員の住所、氏名、年齢
②代表者の電話番号（携帯）③希望人数：大
人人数・小中高生人数（１枚につき合計５人
まで）④送迎バス利用の有無及び乗車希望場
所（新湊庁舎と小杉庁舎のいずれか）
【返信表】代表者の郵便番号、住所、氏名
【返信裏】記入不要

問合せ先　文化･スポーツ課（下庁舎）
　　　　　☎59−8093


